





[image: ]













[image: ]













[image: ]












ジュリアンノベルス

神父さまの囲われ者


著作　香月宮子




Illustration　石丸博子











この物語はフィクションであり、実在の人物・団体・事件とは一切関係ありません。











[image: ]











ＣＯＮＴＥＮＴＳ




神父さまの囲われ者

ＡＣＴ　１

ＡＣＴ　２

ＡＣＴ　３

ＡＣＴ　４

ユーアーマイエンジェル

あとがき








神父さまの囲われ者







『神かん戸べ宝飾店は四月十日をもって閉店させていただきました。

　長らくのご愛顧ありがとうございました』

























　……ゼミの合宿から帰ってくると、実家がなくなっていた。

　たった二行の、そっけない決まり文句の貼り紙をシャッターに残して。

　昨今よくある、突然の倒産、だ。

　でも自分の身に起こってみれば、まさに青天のへきれき。

　驚いたとか悲しいとかの感情はフリーズして、ただただボーゼンとするばかり。

　やっぱりフリーズした手から、ぽとり……と旅行かばんが落ちた。

　僕。

　神戸かんべ港みなと。

　おうし座Ａ型の、十九歳。

　地元神戸こうべのミッションスクール聖愛せいあい大学に通う、二回生（関西弁で二年生のこと）。

　春らんまん、桜満開のこの日、世の陽気とは裏腹に、僕は夜逃げした両親に置き去りにされたあわれな家無き少年になってしまったのだった。




　　　　　◇◇◇








ＡＣＴ　１







「よっ、港」

　キャンパスで後ろから肩をポンとたたかれ、僕・神戸港は振り返った。

　と、目の前にはゼミ仲間の明るい笑顔。

「おはよう、藤井 ふじい」

「おっはー。って、ちょっと古すぎ？　ははっ……どしたん？　元気ないじゃん」

「そ、そう？」

　藤井の明るいペースにつられて、つい笑顔であいさつしちゃったけど。

　すぐに、顔がうつむきかげんになってしまう。

　……って、そりやそうだ。

　元気いっぱいの家無し少年がいたら、お目にかかってみたいもんだ。

　家は無いわ、お金は無いわ、でも大学の授業料は払わなくちゃならないし。って、あれ？　そんな状況下で、なんで僕、どーでもいい（……先生ごめんなさいっ）一般教養の講義なんかに出てきてるんだろ？　融通きかないっていうか、変なとこ、マジメなんだよなぁ。僕は。

「なーなー、港。もしかして、般教に出てきたん？　一講目から？　こーのマジメっ子、いい子ちゃんっ」

　そこのところを藤井にからかわれて、カチンとくる。

「そう言う藤井だって、出てきてるだろっ」

「俺はバイト先のコンビニに行くのに、キャンパス通り抜けてるだけー。けど、まっ、そこが港の魅力だよな。イイトコのお坊ちゃまっぽい……っーか、むしろお嬢さまっぽい？　純真無垢な深窓のご令嬢？　ほんと、ラブリーだ」

　カッチーン！

　僕は、よくこの手のことを言われる。

　原因は、一六六センチと男にしてはやや低めの身長と、サラサラ天然茶髪に天然茶目。

　おまけに、まつげは長く、肌は抜けるように白く（いままでに何十回言われたことか……嫌っ）、ピンクの唇は食べちゃいたいくらい愛らしい（この言葉は男にとっては屈辱だっ）らしい。

　でもそんな外見に反して、中身は元気な男の子、かなりイキのいい部類に入ると自負しているんだっ！

「港、なんで男なんだよぉ。女だったら即、彼女にゲットしたいよぉ……って、ものは試しだ。俺とつきあってみちゃわな〜い？　港ちゃ〜ん」

「まだ言うかっ、まだ言うかっ」

　ふたたび、からかいモードに入ったゼミ友達と、半分冗談（半分本気……）のじゃれあいじみたなぐりあいをしていると、背後から声がかかった。

「……そのくらいにしてやってくれないか。港が嫌がっている」

「征也せいや！」

　思いがけない彼の登場に、声がはずんでしまう。

　胸もどきんどきんと高鳴ってしまう。

　……え？

　そ、そう。

　僕のこの態度からわかるかもしれないけれど、彼・鮫島 さめじま征也は僕の恋人なんだ。

　大学の一年先輩の、三回生。告白されたのは、去年のクリスマスイブ。

　男同士に抵抗がないわけじゃなかったけれど、男とか女とかは関係なしに……。

　征也だから、オーケーした。

　征也だから、好きになった。

「さ、鮫島さん、さっきのはジョークで、けっしてセクハラじゃ……っ。悪かったな、港っ。じゃ俺、もう行くからっ」

　藤井がなんだか妙にあわてた様子で、あたふたと走り去っていった。

　バイト、遅れそうなのかな。

　へんなの。

「港、どうかしたのか？　顔色がよくないが。俺でよければ、話してくれないか」

「征也……」

　ふたりきりになったあと、やさしい声で問われて、おもわず胸がじん……と熱くなる。

　その胸のすみっこで、ちらっと考えた。

　そうだよ。鮫島建設の御曹司の征也にたのめば、授業料くらい……。

　……ううん、だめ。そんなのはナシだ。

　だって、僕はお金めあてに征也とつきあっているんじゃないもの。

　僕は、のどまで出かかっていた言葉のかわりに、花丸元気印の笑顔を、征也の長めの栗色の髪に縁取られた華やかな、それでいて男らしいハンサムな顔に向けた。

「ゼミ合宿でちょっと疲れただけ。だいじょうぶ、だいじょうぶ。……征也がいてくれるから、僕はいつだってだいじょうぶだよ？」

　征也の瞳が、愛しくてたまらないという色を浮かべて、僕を見つめる。

「港……」

「征也……ん」

「んん、んっんっ」

「んっ……ぅ、んんっ……ふ」

　人目をさけて移動した木陰とはいえ、すぐそこは学生たちが行き交うキャンパス。

　でも、そんな場所でまで求められることがうれしくて、僕も征也の背中におずおずと……やがてしっかりと両腕をまわし、征也に教えてもらったフレンチキスを一生懸命にリピートしながら、狂おしく相手の唇におぼれていく。

「……なにか困ったことがあったら、いつでも言ってくれ。きみの支えになりたい。俺はそのためにいるのだから。港」

「征也」

　さっきまで僕の唇を包んでいた唇がつむいだ言葉に、今度はハートを包み込まれ、胸がきゅんきゅんと鳴く。

「港……」

「征也……んっ」

　もう一度、征也の御曹司らしいブレザースーツの胸に抱き込まれながら、僕は、空元気でなく本当の元気がお腹の底からわいてくるような気がした。

　そう、征也がいるから僕はだいじょうぶ。

　授業料くらい、なんとかなるさ。なんとかする！

　まずは、バイト探しから始めよう。

　よーし、がんばるぞっ。







「ありがとうございました！　またのお越しを、お待ちしております！」

「おっ、いいね神戸くん。その笑顔。がんばってね」

「店長。はいっ、がんばります」

　僕は、大学の近くのファーストフード店で働きはじめた。

　先輩たちを見習って、一つ一つ勉強しなくちゃ。

　なんたって、僕はバイト一年生なんだから！

　うそのような話だけど、これが僕にとってはアルバイト初体験なんだ。

　僕は服やアクセサリーにあんまり興味がない（征也はすごくあるらしくて、いつもオシャレに決めているし、よく僕にもプレゼントしてくれる）っていうか、とくに欲しいものもないので、いままでバイトをする必要がなかった。

　藤井が言うように、深窓のご令嬢……もといっ……ご令息だからでは、だんじてない。

　僕の実家は、小さな、いまにもつぶれそうな宝飾店だ。

　……って、実際、つぶれちゃったわけだけど（ううっ）。

　それなりに伝統はあって、昔は金蒔絵 まきえのべっこう細工で有名だったらしいけれど、ここ最近は最先端のインポートものにおされて、さっぱりだった。

　つい先日も、所属する門之グループの人が来て……。




（え？　援助のうちきり？）

（はい、神戸さん。門之グループでは「ディ・マルカ」社と取引を開始することになりまして。それにともない、不採算店の整理統合をはかります）

（ま、待ってください。そんな突然……っ）

（お気の毒ですが、もう決まった話ですので）




「ディ・マルカ」社。

　地中海にある国の、王さまが経営する超高級宝石会社だっけ。

　夢みたいな会社だ。でもその夢の陰で泣いてる、小さな、小さな、店が東洋のかたすみにあることを、王さまは知ってるのかな……。

「ディ・マルカ」社さえなかったら、うちはつぶれないで、僕は父さん母さんと幸せに暮らしていられたのかな。

「おーい神戸くん！　混んできたから、休憩終わってくれるー？」

　……ハッ。

　店長の声に、僕は沈んでいた物思いの淵から浮上し、ぷるぷると頭を振った。

　ネクラ魔王、退散ーっ。

　責任転嫁思考してたって、なんにも前に進まないだろっ？

　僕は店長に明るく返事し、花丸元気印の笑顔をとりもどして、休憩室を後にした。







　でも。

　お金って、なかなかたまらないものなんだ。

　あれから三日。どーでもいい（……ほんと先生ごめんなさいっ）一般教養の時間は全部、バイトにあてているのに。

　非常事態だもん。しかたないや。

　専門科目やゼミの時間もバイトにまわして、がんばるぞ。

　うんっ。

　……だけど。

　お金は、いっこうにたまらない。

　あれから一週間。講義の時間はすべてバイトにつぎこんで、しかも二ヵ所かけもちして働いているのに。

　あとはもう睡眠時間をけずるしかないな……と思っていると、

「くしゅんっ」

　くしやみが出た。

　風邪、ひいちゃったかな。







　……やっぱり。

　僕が、あまかったんだろうか。

　僕は、藤井の言うように、世間知らずのお坊ちゃんなんだろうか。

　あれから十日がたった。ファーストフード系やコンビニ系のバイトでは、時給九百円が限界。

　でも、時給のいい肉体労働系は、僕の体格では門前払いだ。

　年間授業料は、六十万円。

　いま僕の手にあるのは、十三万円。

　授業料の支払い期限は、四月末日。

　もう今日は、四月二十二日。

　なんとかしなくちゃ。

　なんとかしなくちゃ。

　なんとか……。

「ごほんっ、ごほんっ」

　激しく、せきこんだ。

　風邪をこじらせてしまったみたいだ。

　顔が熱い。体が熱い。なのに寒気がする。

　口もとを押さえていた左手を離すと、薬指にはめている指輪がキラリと光った。

　クリスマスに征也にもらった、カルティエのリング。売れば、いくらかになるかな……。

　ぼんやりと思ったあと、あわてて熱っぽい頭をぷるぷると振って不埒な考えを追い払う。

　わっ、なに考えてるんだ。僕のばかっ。これは死んでも手放しちゃダメ、だろーっ？

「オーノーッ！」

　と。

　そこで、僕は前方から歩いてきた外国人の男の人とぶつかった。

　悩んで、考えこんでいるうちに、いつのまにか夜の繁華街にまぎれこんでしまったらしい。

「あっ……すみません。アイムソーリー」

　急いで顔を上げて謝ると、なぜか、彼は瞳を輝かせて僕の肩をつかみ、興奮したように大声でしゃべりかけてきた。

　え？　なに？　早口すぎて「ハウマッチ」しか単語が拾えないよ。

　いっしょにいた商社マンふうの男の人が、彼に代わって話しだす。

「彼が言うには、日本に来て出会った最高のキュートボーイだ、と。一晩五万円でどうだろう。彼の相手をしてやってくれ。それで契約がとれれば、安い接待費だ」

「え？」

　最初、なにを言われたのか、わからなかった。

　でも、だんだん意味が脳に染みてきて……。

　脳の奥まで浸透してきて……。

「や、やめてくださいっ！」

　はっきりと「一晩」や「相手」が僕のなかで意味を成したとき、僕はカッとなって、おもわず、まだ肩に置かれたままの手を力いっぱい払いのけ、大声でどなっていた。

「僕、そういうのじゃありませんっ。失礼なこと、言わないでくださいっ」

　怒りにまかせて、くるりと激しく背を向け、そのまま夜の街を歩きだす。

　熱と怒りとでヒートする頭のなかに、でも、耳鳴りのように……セイレーンの魔女の歌のようにリフレインする言葉を、僕はたしかに聞いていた。

　一晩五万円……。

　一晩五万円…………。




　……きっと。

　僕は、おかしくなっていたんだ。

　熱と、魔女の誘惑のささやきのせいで。

（一回五万円……。十回がまんすれば、授業料が払える……。授業料が払える……）

　魅入られたように胸のうちでリピートしながら、ふらふらと港近くの場末の酒場に向かう。

　地元っ子なら、だれでも知っている。

　そこが、外国人船乗りのたまり場であること。

　そして、彼らが日本人の少年に目がないこと。

　熱で潤んだ目にぼんやりと映った一軒の酒場のドアを、僕は押した。

　とたんにあふれる、何語ともわからない声、声。体臭。たばこの煙。安酒の匂い。

「あの……。どなたか、僕を一晩買ってくださ……。！」

　言いかけて不意に、ぞくり、と実感した。

　僕を見つめる、目、目、目。

　値踏みする色、好色そうな光、舐めまわすような視線。

　突き抜けるように、僕は自分がしようとしているのはどういうことなのかを悟った。

　身を売るというのは、この欲望の視姦に体をさらすこと。

　この嫌悪さえ感じる男臭い体臭に包まれて、男の欲望のために体をさしだすこと！

（そしてなにより、愛する征也を裏切る行為だ……っ！）

　激しい後悔と羞恥の念に駆られ、いたたまれなくなって、僕は酒場を飛び出した。

　なんてまねを。きっと、神さまだってお許しにならないよ……っ。

　いつのまにか、外はどしゃぶりの雨だ。

　冷たい滴が、傷ついた心と体に容赦なく襲いかかる。

「あっ……」

「おっ、と」

　転倒しかけた僕を、酒場から追ってきたらしい外国人の男が、背後から抱き止めた。

「いくらだ？」

「いや、さわらないでください……っ」

「妙なことを言うな。さわらせないで、どうやって体を売る気だ？」

「だから売りませんっ。売らない、売りなんてしない……っ。僕は、僕は……っ」
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　自分に誓うように懸命にくりかえし、男の腕を振り切ろうと必死に身をよじった僕の目に飛び込んできたのは、金色の光、だった。

　金色の光、をつむいだように美しい男の髪だった。

（まるで聖画の大天使さまみたいだ）

　そう思ったとたん、ふっと体の力が抜けた。

「わかった、わかった。おちつけ。かなり具合が悪そうだぞ。とりあえず、私の家へ行こう……おい？　おい、しっかりしろっ」

　どこか安心した気持ちにさえなって、僕は男の腕のなかで意識を失っていった。

　天使さまなら、この腕に身をゆだねても……。

　だいじょうぶだね……。

　うん……。




　　　　　◇◇◇




「…………ぅ、ん」

「目が覚めた？」

「……ん、もうちょっと」

「ほら二度寝しない、港」

「……もうちょっとだけ。母さん」

「いつまでも起きない、悪い子には」

　ＣＨＵ♡

　突然、唇に触れた唇の感触に、僕は驚いてベッドから跳ね起きた。

　そして、いま自分にキスしたのが、日本人女性の母さんとは似ても似つかない白人男性であることがわかって、二度びっくり。

　さらに、その男性の金髪、やっぱり同じくゴールドの瞳、右目の下の泣きぼくろの三点および黒服と胸にかかった十字架を確認して、三度びっくり仰天した。

「うそっ……!?　丘の上教会の背徳神父さまっ!?」

　僕がこんな失礼な呼び方をしたのには、ちゃんと立派な理由があるんだ！

　神戸の山の手、異人館で有名な北野きたの町の丘に、アーモンドの花咲く、小さなコロニアルふうの教会が建っているんだけれど。

　そこの神父さまは、

　①セクシィな超美形で、神父というよりはモデルかアーティストのようだ。

　②……近所の男子学生相手に恋愛相談をやっていて、男の子が泣いてすがると、願い事をかなえてくれると言われている。

　③……実際に相談に行った生徒に「どうだった？」と聞いたところ、ぽっと彼は顔を赤らめて「……すてきだった」と答え（なにがだっ？）、以後、神父の熱烈なファンになってしまった。

　④……教会のベッド（いま僕が寝ているやつだっ）は、むだに広いキングサイズである。

　などの理由から、ここは、一般のノーマルな男子学生には、立ち入り禁止の危険区域とされているんだ。

　……ハッ。

　そこで、僕は、ある重大な事実に気づいた。

　ゆうべ神父さまの腕のなかで倒れて、朝ここにいるってことは、背徳神父さまと一晩いっしょにすごしてしまったってこと!?

　まさかっ。まさか、僕の貞操は……。

　あわてて、でも露骨では失礼なので、ひそかに自分の体をチェックする。

　ない？　うん、ない、ない、ない。

　あそこの痛みも、お腹の違和感も、キスマークも。

　ほっ、とおもわず顔がゆるむ。でもその瞬間。

「ゆうべのきみは淫らだったな。港」




　ガーン！

　じゃっ……じゃあ、僕、やっぱり犯されちゃったんだっ！

　意識がなかったとはいえ、征也に顔向けできないよっ。僕のばかっ。わぁ、どうしよう、どうしよう、どうしよ……。

「あはははっ」

「え？」

　聞こえてきた大きな声に、ぽかんと毒気を抜かれる。

　神父さまが、栄唱えいしょう（カトリック典礼聖歌の一つ）でも歌うかのように、天にむかって高らかな笑い声をたてていた。

「きみという子は、いまどき珍しく純情で、すぐ人を信じるんだな。港。しかし、じつにいい。その困った顔。ぞくぞくするほど魅力的だよ。もっともっと困らせて……ははっ……泣かせてみたくなるな」

　つまり、ゆうべは淫らうんぬんは、口から出まかせだったわけだ。

　なんてっ……やつ。聖職者のくせに、人をからかって遊ぶなんて。

　それにいま気づいたけど、

「僕、名のりましたっけ？」

「いいや。でもこれを見れば、な」

「あーっ、僕の学生証。ちょ、ちょっと、あなたっ」

「ミカエルだ。私はミカエル神父だよ、港」

　名前なんて、どーでもいいよっ。

　神父のくせして、人のもの盗むなんて、最低っ。

「返してくださいっ」

「どうぞ。もう必要ないから。振り込みにデータが要っただけだ。きみが眠っている間に振り込んできたよ、授業料。困っている者を助けるのも、これまた、神父の務め」

「えっ」

　い、いい人なのかも。

　最低とか思っちゃって、悪かったかな……。

「授業料がきみの値段だ、授業料の六十万円。いくらか言わないから、私が決めた。人助けとは気持ちがいいものだな。それでは、もっと気持ちよくなるために、ヤルとしようか。ん？　熱も下がったようだし」

「なっ……」

　前言撤回っ。

　この人やっぱり、最低、最低、超最低ーっ。

「六十万円分……ふっ……ヤリがいがありそうだ」




「ヤリませんっ。こっち来ないでくださいっ。あっあっ、脱がないで。って、なんで、黒服の下いきなり裸なんですかーっ？」

　妖しくも美しいゴールドの瞳で笑いながら、どこまでが冗談でどこからが本気かわからない、明るいラテンのノリのミカエル神父と僕は、それからも「ヤル」「ヤラない」「売る」「売らない」で押し問答を続けたのだけれど。

　らちがあかないと思ったのか、ミカエル神父が提案した。

「そんなに売りがいやなら、いいアルバイトを紹介してやろう。一日で六十万円かせぐことも、夢じゃないぞ」

　それって、いかがわしい仕事なんじゃ……？

　疑惑のまなざしで、じいつと見つめると、

「神父と同じく、愛を語る仕事だ。すべての女性を幸せにする職業、と言ってもいい。父と子と聖霊の御名において、誓おう」

　と言うので、僕は信じることにした。

　かりにも聖職者が、神さまに誓ったんだもん。

　それに、この神父さま、本当に悪い人には見えないよ。

　結局、授業料をたてかえてくれたし、今度は、親切にバイトまで紹介してくれた。

　厚意にこたえて、がんばってみよう。

　うん！







　ミカエル神父が紹介してくれた店は、ベイエリアの旧居留地きゅうきょりゅうちにあった。

　このあたりは、レトロな洋館を利用した高級レストランやインポートブティックが立ち並ぶ、おしゃれな街だ。

　同じ洋館でも、異人館は住宅なので小ぢんまりと可愛らしく、旧居留地のは商館なので大きく壮麗な感じかな。

　この店も、やっぱり華麗な白亜の大理石づくりで、エントランスに「クール・ド・レーヴ」と店名が金文字で書かれている。

（店名の上のかっこいい男の人たちの写真って、なにかな？）

　一歩、店のなかに入ったとたん、

「クール・ド・レーヴへようこそ」

　黒服の美青年にうやうやしくかしずかれ、とまどう。

「お客さま、お連れの女性の方は？」

「あ、あの、僕一人なんですけど」

「申し訳ございません。当ホストクラブでは、男性のお客さまのみのご利用は」

「僕、お客じゃなくて……えっ？　ホストクラブッ？」

　黒服さんとやりとりしていると、声がかかった。

「どうした？　なにをもめている？」

「竜樹リュージュさん！　おはようございます！」

　黒服さんが、姿勢を正してあいさつした。

　あっ、表のまんなかの大っきい写真の人だ。

　じゃ、この人がここのナンバーワンなんだ。

「竜樹さん、この子がうちで働きたいと」

「面接希望者か。なら、出直してくれ。もうすぐ開店だ」

「お忙しい時間にすいません。知らなくて。でもお願いです、面接してくださいっ」

　僕は、ナンバーワンホストこと竜樹さんにくいさがった。

「とにかく働きたいんですっ。このまま、ミカエル神父にあまえるわけには」

「ミカエル神父？」

　その名前に、行きかけていた竜樹さんが足を止めた。

「彼の紹介か。それならそうと言え。話は別だ。――よし、私がじきじきに面接してやろう」

（うっ……、緊張する）

　面接してもらえることになったのは、いいんだけど。

　ホストさんたちが鈴生すずなりになって見物していて、や、やりにくいな。

　僕とテーブルをはさんだ向かいのソファに、竜樹さんがすわる。

「ではまず、名前は？」

「は、はい。神戸港です」

「年齢は？」

「十九歳です」

「なんのために、ホストを？」

「お金をかせぐためです。六十万円、どうしても必要なんです……っ」

「べつに悪いことじゃない。そういう者はたくさんいる。では、きみには恋人はいるか？」

「はいっ、います。大好きな人が。その人のためだったら僕……、なんでもできます」

「……。そうか」

　一般的な質問のあと、竜樹さんは、

「これから、あるテストをさせてもらう」

　と言った。

　それは、僕が女性客の立場になって竜樹さんの接待を受ける、というものだった。

　そして、いざ開始というときに、

「なんだ？　おもしろそうなこと、してるじゃねーか」

　突然、乱入者が現れた。

「静かにしろ、鷹矢たかや。面接中だぞ」

「だったら俺も協力してやるぜ、竜樹。こいつ、けっこうタイプだしよ」

　栗色の長めの髪に仕立てのいいスーツ（オートクチュール？）の、どこかロシア貴族を思わせる優雅な竜樹さんとはまた違った、イタリアン・ファッションにゴールドのアクセサリーじゃらじゃらの、ちょいワル系のホストさんだ。

　ううっ。僕の後ろにまわって、うなじにフ〜ッとか息吹きかけないで。

　ますます、集中できなくなっちゃうよ〜。

　そんなこんなで、テストがスター卜する。

　竜樹さんがホスト、僕がお客の模擬接待。

「港さん、お飲み物は？」

「あ、あの、なんでも」

「ワインでよろしいですか。なにをお持ちいたしましょう？」

「え、えっと」

「ドンペリではいかがでしょう」

「あ……はいっ。じゃ、それ、お願いしますっ」

「――ドンペリ・ゴールド、入ります」

「ありがとう、港さん！」

「ありがとう、港さん！」

「これからも竜樹さんをヨロシクね！」

　わっ。

　突然、わきおこったホストさんたちの声の嵐にびっくりする。

　これが、うわさのサンキューコール？　細部まで忠実に再現してるんだぁ。

　運ばれてきたドンペリを注ぎ、セオリーどおり、竜樹さんが、自分のグラスをお客である僕のグラスより低くしてカチンと……あっ、こぼしちゃった。

「ごめんなさいっ、竜樹さん」

「気にしないで。ずいぶん、緊張なさっているようですね。こういうお店は、初めて？」

「は、はい」

「それはよかった」

「え？」

「あなたのお相手をした最初のホスト、という栄光は私のものだから」

　どきん、と胸が高鳴った。

　竜樹さんに見つめられて。

　竜樹さんの瞳には、ミカエル神父のゴールドの瞳もそうなんだけれど、じっと見つめられると胸がざわめくような、不思議な魅力というか魔力みたいなものが備わっているんだ。

　ミラクル・アイっていうのかな。

　竜樹さんには、この瞳で、プライベートでも見つめる人がいるのかな？

　いたら、その人は、すごく幸せな気持ちになるんだろうなあ。

　でも……。

　ふと、思った。

　その人は、仕事とはいえ、竜樹さんがほかの人に熱い視線を向けるのをどう思ってるんだろう。平気なんだろうか。

　僕だったら……、いやだ。

　絶対に、いやだ。

　僕だけを見つめてほしい。

　僕も、好きな人だけを見つめていたい。

　好きな相手にだけ、愛をささやきたい。

「だめ……っ。僕やっぱり、ホストはできませんっ」

「だめだな。きみには、ホストは無理だ」

　僕が無意識に大声をあげたのと、竜樹さんがつぶやいたのは、ほぼ同時だった。

　いつのまにか、僕は集中することは集中していたようだが、自己の世界に集中……というか没頭していたらしい。

　つまり、ナンバーワンホストの竜樹さんの接待でも、陶酔できなかったわけだ。

　いい客になれない者はいいホストにもなれない、と竜樹さんが言う。

「きみが自分で気づいてくれて、よかったよ。さっき、きみは恋人がいると答えたな？　正直者は好かれるが、正直すぎる者は嫌われる。指名したホストに恋人がいることを、お客は喜ばないだろう。テーブルに着いている間は、彼女がただ一人の恋人。やさしい嘘が、この世界では必要なんだ。……だが。きみはホストとしては失格でも、恋人としては最高の恋人だな。港」

　失格という言葉がちょっぴりくやしくて、でも、最高の恋人という賛辞がとても誇らしくて、うれしかった。

　帰ろう。ここは、僕のいるべき場所じゃない。

　竜樹さんにお礼を言って、出ていこうとしたとき、ガバッと、イタリアンなオーバーアクションで羽交い締めにされた。

「わっ、鷹矢さん？」

「坊や。このまま帰る気かよ？　アン？　飲み代、きっちり払っていきな」

「す、すいませんっ。そうでしたっ。おいくらですか？」

「ドンペリ・ゴールド一本、二十五万円なり」

「二十五万円!?　あ……、かならずお支払いしますから。すこし待ってください。お願いします、お願いします」

　真っ青になって、ぺこぺこ頭を下げていると、竜樹さんが、こつんと鷹矢さんの頭をこづき、ドンペリはきみへのエールだ、と言ってくれた。

「まったく。うちは暴力バーじゃないぞ、鷹矢」

「ほいほい口車に乗って、高ぇ酒入れてんじゃねーよ、っていう愛のムチだよ」

「子供みたいなまねを。そんなだから、おまえはナンバーツーなんだ」

「へっ。先月の売上、忘れたのかよ？　竜樹。俺がトップだぜ、トップ」

「一ヵ月だけの、な。あいにく私は、二ヵ月続けてトップの座をゆずったことはないんだ」

「じゃあ俺は、一ヵ月もゆずらねえナンバーワンになってやるよ。このまま、今月も、来月も、ずーっとトップを張りつづけてな」

　バチバチッ。

　こ、これが、うわさに聞く、ナンバーワンの座をめぐる夜の男たちの熱い戦いっ？

　……と、とっさに思っちゃった僕だけど、べつにそういうわけではなく、竜樹さんと鷹矢さんはなんでもポンポン言い合える間柄、というか親友だそうだ。

「いらっしゃいませ！　ようこそ、クール・ド・レーヴへ！」

　そのときあがった、ひときわ高い歓迎の声に振り向いた僕は、

（うわ？）

　ちょっと、目をみはった。

　セレブらしい赤いドレスの女性と同伴出勤してきたホストさんが、そこにはいたんだけれど、ものすごくかっこいい人だったんだ。

　というか、オーラがある？

　鷹矢さんたちよりはだいぶ年上みたいだけれど、そのぶん、おちついていて、威厳さえ感じさせる。天然っぽい茶髪と、カラーコンタクトには見えないグレーの瞳。ハーフなのかな。

　そばにいた黒服さんに聞いてみると、この店のオーナーで、鬼頭きとう匠吾しょうごさんというそうだ。

　特別なお客さまを接待するときだけ、ホストとしてテーブルに着くとのこと。

「あ〜、あこがれちゃうよなぁ、鬼頭オーナー。俺も、ああなりたいぜ。でもまず、目標はナンバーワンの竜樹さんだな！　……って、俺まだヘルプの身分だけど、はは。いつかは竜樹さん、鬼頭オーナー、ミカエル神父」

「え、ミカ……」

　聞き返そうとしたけれど、黒服さんは、ヘルプにつきに行ってしまった。

　なんで、ここでミカエル神父が出てくるんだろ？

　竜樹さんも、ミカエル神父と知り合いみたいな口ぶりだったし。

　気になって、店を出がけにたずねてみると、竜樹さんは、なんてことはないという口調で軽く笑いながら答えた。

「なんだ、知らないのか。ホストだよ。彼はこの店のホストだったんだ。クール・ド・レーヴのミカエルといえば、旧居留地一、いや、神戸一の伝説のホストだった。私は彼からその座をゆずりうけて、ナンバーワンになったんだ。ミカエル神父に、よろしく伝えてくれ」

　じゃあ。

　あの、身長一八二センチとモデルなみの。

　あの、二十代後半に見えるけれど、よく考えたら僕が小学生のときも中学生のときも高校生のときもそうだった、年齢不詳のタレントのような。

　あの、金の髪に、泣きぼくろがいっそう艶っぽさを添えるゴールドの瞳の、男の色香たっぷり男のフェロモンむんむんの。

　妖しい超美形外国人の正体は……。

（元、カリスマホストッ!!　現、神父っ!!）

　し、信じらんない……っ。そんな経歴ってあるかっ？　あの人やっぱり、変だ、おかしい、信用できないよーっ。

　といっても。

　僕がもどる場所は、あの教会しかないんだよな。

　僕は、あの人に六十万円の借りがあるんだから。

　帰りついた教会の礼拝堂のなかで、彼は、僕を待っていた。

　きれいな色彩のコロニアル建築は、いまは夜の色に染まり、光が射さないステンドグラスは、ただの暗いガラス絵だ。

　そのなかで、神父だけが輝いて見えた。

　まるで、金の髪と金の瞳がみずから光を放っているかのように。

　なぜだか、唐突に思い出した。

　ゆうべ助けてもらったときは、天使に思えたけれど。

　全身が金色に輝いているのは、そう。

　悪魔だよ。

　聖書に書いてある。天使ミカエルは、神に背いた天使サタンと戦い、破り、地獄に堕として、その功績で大天使になるんだ。敗れていたら、堕とされたのはミカエルのほう。天使と悪魔は、紙一重なんだ。

　ミカエル神父が、夜目にも鮮やかな黄金のコインを僕にわたす。

　知らない外国の、王さまが描かれた大きな金貨だ。

「ビジネスライクでいこう」

　そして、無機質に言う。

　明るいラテンのノリが消えた声は、別人のもののように聞こえる。

「金貨が二十枚ある。一枚、三万円。一枚わたすごとに、きみは私に体を開く。六十万円をしきるまでは、私のものだ。おまえは私の囲われ者だ。港」

「……！」

　おもわず、息を呑んだ。

　呼び方が「きみ」から「おまえ」に変わった。

　それが嫌でも自分の置かれた立場を自覚させ、僕は、唇をキツク噛みしめた。

　金貨二十枚。たったそれだけの。

　それだけの存在の……。

　みじめな、僕……。

　ふと、気配がした。

　うつむいていた顔を上げると、神父が笑っていた。

　おぼろな闇のなか、金色に輝きながら、うっすらと残酷な微笑みを。

「さぁ。では、その手のなかの最初の一枚を使わせてもらおうかな？　港」




　　　　　◇◇◇




「おいで、港……」

　ミカエル神父が、僕を呼ぶ。

　どこか、やさしい声で。

　それがかえって、僕には怖かった。

　微笑みを浮かべ、ゆったりと僕を手招きする姿は、地獄の大天使のように見えた。

　その闇のなかでもなお白い腕が、僕にむかって伸ばされる。

　指先が、僕の唇に触れ、僕のあごを撫で……。

「あ……」

　その闇のなかでいっそう輝くゴールドの瞳が、僕に迫る。

　大きく、僕を呑み込みそうなほど、大きく、大きく……。

「あ……」

　ついに呑み込まれたとき、僕はミカエル神父にキスされていた。

「ん……、ん、ん」

「んん……、うん」

　はじめは、僕の唇をやわらかく吸い、甘く包み込んでいたミカエル神父は、やがて、

「あっ……？」

　わずかな隙間から、僕の口のなかに舌を侵入させたかと思うや、

「んっ、んふっ……」

「んんっ、う……んんーっ」

　お子さまのようなキスを、激しいディープキスに変化させた。

　僕の口中をひっかきまわし、舌に舌を絡みつかせる。

　逃げようとした僕の舌を、ハンターのように追いかけ、追いつき、捕らえて、また激しく絡め合わせてくる。

　く、苦し……っ。

　息ができないよ……っ。

　無意識に、相手の胸板をつっぱねようとすると、

「痛っ……」

　その左手を強く、つかまれた。

「客の相手をするのに、薬指にリングをはめたままというのは、失礼じゃないのかな？　ん？　港」

　やさしげな口調だった。

　でも、言われた言葉は。

（客の相手……、客の相手……。僕は男娼だんしょうじゃない……）

　ショックを受け、言われた内容にまで考えが及ばないうちに、ミカエル神父は、僕の薬指からカルティエのリングを抜き取った。

「あっ。返してください……っ」

　それは僕の大切な……っ。

「自分の立場がわかっていないようだな。おまえは、私に買われたんだ。私が右を向けと言ったら、右を向くんだ。笑えと言ったら、笑うんだ。私に奉仕し、私のためだけに体を開け。ほかの男の匂いなど、させるな！　……わかったな？」

　今度の言いざまには、一片の容赦もなかった。

　やさしさの衣を脱ぎ捨てると同時に、神父は、リングを礼拝堂の窓から投げ捨てた。

「……っ！一

（……征也っ！）

　心のなかで悲鳴をあげる僕に、ミカエル神父が情け容赦なく命じる。

「さあ、脱げ。自分で服を脱ぐんだ」

　ふつふつと。

　お腹の底から、ふつふつと怒りがわいてきた。

　なんで、こんな扱いをされなきゃならないんだ……っ。

「わかりましたっ！」

　僕は相手をにらみつけ、自分の服に手をかけた。

　不思議なことに、怖さは消えていた。かわりに、理不尽さにたいするどうしようもない怒りがあった。たった一枚の金貨で、僕の体を自由にするばかりか、僕の心の自由まで奪おうとする、この美しい、悪魔のように美しすぎる男に、無性に腹がたった。許せなかった。

　激情にまかせて、勢いよく服を脱ぎ捨てていく。

　ジャケット。シャツ。アンダーのＴシャツ。ベルト。ジーパン。

　そこで、手が止まった。

　下着を脱ぐ勇気がどうしても出なくて。

　だって……。

　脱いだその、場所、場所、脱いであらわになったその、肌、肌、をミカエル神父のゴールドの瞳がじぃっと見つめてくるんだ。

　うなじに、胸に、お腹に、太ももに、妖しい金色の視線が絡みついてくる。

　目を閉じても、だめ。

　ううん、目を閉じたら、だめ。

　いっそう視線を感じる。かあっと体が熱くなる。な、ぜ……？

　まえにミラクル・アイって思ったけど、ちがう。

　これは、これは、エビル・アイ……邪眼だよっ。

「どうした？　港」

　固まってしまった僕に、揶揄するような声がかかる。

「ひとりで脱げないなら、手伝ってやろうか？　ん？」

「やだ……っ」

　ミカエル神父が、最後の一枚を脱げない（もうほとんどは脱いでしまった……）半裸の僕を、胸に抱き込む。

　からかうように、僕の前の大事なところを下着の上から撫で、軽くにぎる。

「可愛いサイズだな。片手でにぎるのに、ちょうどいい。にぎり心地は、なかなかだぞ？　もっちりと、いい触感だ」

「いや……っ」

　後ろの大事なところを、下着のなかに差し入れた手で、執拗に弄ぶ。

「こっちも、なかなかいい具合だ。狭いくせに、私の指に絡みついて、離れない。男泣かせな体をしているな」

「い、痛い……っ」

　体のなかに差し込まれた指は、想像していたよりずっと太い感触で、恋人がいるとはいえまだあまり行為に慣れていない僕のそこは、きゅうきゅうと泣いた。

「やっ、抜いてっ……ぇ」
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「わかってやっているのか？」

「え……？」

　ふいに言われ、言われた意味がわからない。

「わかっていて、そんな可愛い顔をしているのか、と聞いているんだよ。男心をそそると。そうやって、いつも男を誘うのか？」

「い、いつも誘うって……」

「慣れてはいないようだが、初めてじゃないな？　処女の感触じゃない。いままでに、何人の男をここに入れたんだ？」

「一人だけですっ。恋人一人だけっ」

　かあっと、また怒りがこみあげた。

　なんで、こんなヒドイこと言われなきゃなんないんだよ……っ。

　ほとんど反射的に、さけぶように言い返したとたん、

「恋人、か」

　意味ありげにつぶやかれ、はっとする。

「クール・ド・レーヴの竜樹は、言わなかったか？　恋人はいないと答えろと」

「ど、どうしてそれを」

「私が教えたんだ。昔、新米ホストだった竜樹に、私が教えた。相手をしている間は、客がただひとりの恋人。港、私はおまえの客だろう？」

「うっ……」

　今度は、言い返せなかった。

　そう……。

　心の底では、わかってる……。

　いくら違うとくりかえしてみても、お金をもらってセックスする以上、相手はお客で、

（僕は男娼……）

　だってこと。

　そうだ。

　僕は、この人の囲われ者だ。

　自分に言い聞かせるように、心のなかで宣言した言葉は、予想以上の重い響きを持っていて、僕は圧倒的な敗北感とみじめさに打ちのめされた。

　そんな僕に、ミカエル神父が問う。

「客なら、金を払っているこの時間、私はおまえのなんだ？」

「……恋人です」

「ただひとりの？」

「……はい、ただひとりの」

「ただひとりの恋人のあなたを愛しています、と言ってみろ」

「……ただひとりの恋人のあなたを愛していま……す」

　答えるたび、やるせなさがつのった。

　体だけでなく心まで金貨とひきかえに売り渡してしまった、ような気がして。

「……、……、……」

　ぽろぽろと、僕の目から涙がこぼれた。

「泣くことはないだろう。ほら、気持ちよくしてやるから……」

　そう言って、ミカエル神父が、僕の体を礼拝用の木製の長椅子に横たえた。

　僕の唇をふさいだ。

「……んっ、……」

　唇を、うなじに移す。

　胸の赤い突起を吸う。

　やわやわと吸い、舌で転がしながら、もう片方を指でこねるように揉む。

　その指先を、つうーっと下に滑らせ、僕の太ももの内側を何度も撫でさする。

　たぶん、テクニックでいうなら、最上級なんだろう。

　でも、気持ちよくなんかない。

　むしろ……。

　だけど、そのほうがいい。

　そのほうが……。

「!?」

　それは、突然の衝動だった。

　ミカエル神父が、僕の下着を下げ、やんわりと前のそこを手ににぎりこんだとき、ダイレクトな性器への愛撫に、ぴりっとお腹の奥に衝撃が走ったんだ。

　なかばあきらめ、されるがままになっていた僕は、神父の手から逃れようとした。

「や、やめて」

　いやだ。

「さわらないで」

　犯されるのはしかたない。

「だめ、お願い……っ」

　でも、イクのは、愛のないセックスで感じるのは、いや……っ。

「うるさいな。興ざめだ」

「んっ……」

　ミカエル神父が、いやとくりかえす僕の唇を乱暴に唇でふさいだ。

「んっ、んぅっ……、んんんっ……」

　僕の頭をかかえこみ、屈服させるように、荒々しいディープキスを送り込んでくる。

　そして、やっとその唇が離れたと思うや、

「……ぁ、はぁはぁ、……うっ！」

　息をつくひまもなく、僕はなにかを口に押し込まれた。

「う……う……？」

　十字架……？

　ううん、ちがう。

　十字架は十字架だけど、クロスじゃなくて、たくさんの玉がついた、これはロザリオだ。

「ん……ん……ん……」

「しっかり、舐めておけ。手を抜くと、あとでキツイのはおまえだぞ」

　玉が口に入りきらなくて苦しむ僕に、ミカエル神父が言う。

　どういう意味？

　その意味は、すぐにわかった。

　僕の口からロザリオを引き抜いた神父は、

（ルビー？　金の十字架にルビーの宝玉の、ロザリ……）

　自分の口を犯していたものを確認する間さえ与えてくれず、その僕の唾液で赤い玉がぬめって妖しく光り、聖具というよりはまるで性具のように見えるロザリオを、僕のお尻に押し込んだのだった。

「!?　やーっ」

　必死で、抵抗した。

　こんなっ。

　こんなのは、いやだ……っ。

　でも僕の抵抗は、圧倒的に体格の違う神父に押さえ込まれ、むだな徒労となって僕自身の体にはねかえってきただけだ。ロザリオの五十九個のルビーはすべて、僕の体内に収まった。

「なんで……、なんでこんなことするんですか」

　ぐったりし、涙のにじむ目でたずねる僕に、ミカエル神父は笑って答えた。

「楽しむためだよ。こうすれば、おまえの狭いここも馴れて、奥まで楽しめるだろう？　即席の拡張器だ」

　！　神っ……さま……。

　そして、ロザリオが一気に僕のそこから引き出されたとき、僕は強制的にイカされ、空しい精を吐き出したのだった。

　かわりに、そこにミカエル神父が入ってくる。

「うっ……あ、あ、あ」

　何度も何度も突かれながら、僕はただひたすらに願っていた。

　この哀しい時がすこしでも早く終わってくれることを。

　初めて気づいた、神父の左耳の血のような。

　ルビーのピアスを見つめながら……。

　ただ、それだけを……。







「……也、征也」

　懸命に、ドアをたたき、名前を呼ぶ。

　ようやくミカエル神父から解放されると、僕は、征也が一人暮らしをするウォーターフロントの高層マンションに向かった。

「港。こんな夜中に、どうしたんだ？」

「征也。僕を抱いてっ」

　ドアが開き、驚いた表情の征也が顔をのぞかすや、僕はその胸に飛び込んだ。

　僕を愛して。

　愛して、僕の体から凌辱の跡を消してっ。

「……。おいで、港」

　おかしく思っただろうけど、征也はなにも聞かず、僕を部屋に入れてくれ、僕の願いをきいてくれた。

「港……」

「征也……うっ」

　ベッドにあおむけに横たわった征也にまたがり、腰を落とす。

　初めての体位で、痛みが走ったけれど。

　より奥まで征也に愛してもらうために。

（借金のためとはいえ、ほかの男に抱かれた自分を罰するために……！）

　僕は、激しく体を上下させつづけた。

「征也、うっ、征也……っ」

「いいよ、港。可愛いよ、港」

「征也っ……ぁううっ」

　フィニッシュに大きく体をのけぞらせたとき、ふと視線を感じた。

　痛みと罪悪感で涙がにじむ目に、夜明け空の月が映る。

　赤い月。

　ううん。

　まるで神父の瞳のような……。

　濃い黄金色をした……。

　満月、だよ……。
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　僕が六十万円の借金のカタに、ミカエル神父の囲い者になって、一週間がたった。

　ここ、丘の上教会は、ほかの異人館と同じく、昔の洋風建築だ。

　間取りは、礼拝堂、礼拝控室、キッチン、ダイニングルーム、リビングルーム、サロン、書斎、寝室、そしてメイド用の小部屋。

　メイド用の小部屋が、僕の部屋にあてられている。

　でも、メイド部屋のベッドも、寝室のベッドも、あまり使われることはない。

　なぜなら……。

「……あ、あ、あ」

　ミカエル神父は、礼拝堂のなかで僕を抱くことを好んだから。

　今夜も、僕は、礼拝堂の木製の長椅子の上で、残酷なまでに淫らな神父の愛撫を、体じゅうにうけている。

「んっ……」

　ミカエル神父が、薄くセクシィな唇で僕のほほを吸う。

　そのまま強く吸い、舐めながら……。

　だんだんと、唇を胸もとへ這わせる。

　到達した胸の赤い突起を、上下の唇にはさみこみ。

　やわやわと吸いあげ。

　甘噛みし。

　毒のしたたるような甘美さで責めながら、その白く美しい手を、下へ滑らせる。

　僕の太ももの内側を、さわさわと撫で。

　撫でながら、すこぅし手をずりあげて……。

　太ももの付け根の敏感な柔肌を、何度も撫でこする。

　それから、するり……と、手を僕のバックへまわし。

　最終目的地を、執拗に愛撫する。

　つぼんだ周囲を、何度も何度も撫でまわす。

　入り口を、くすぐるように指で掻きまわす。

　そして、

「……うっ」

　僕のなかに差し入れた人差し指を、一気に奥まで侵入させ。

　いったん引いたかと思うと。

　入り口付近の壁を内側から、突く。つっつく。ひっかく。

　ようやく、僕の狭いそこが人差し指の太さになじんでくると。

　指をドリルのように回転させながら、奥へ、奥へ、奥へ。

　さらに、中指を添えて、二本。

　さらにまた、薬指まで入れて、三本。

　三本の指が、それぞれ違った淫らなリズムで、僕の体のなかを掻きまわしてる……っ。

「あ……、あ……、あっ……ん」

　いや。

　感じたくないのに……っ。

「えっ？」

　ふいに、あごをグイッとつかまれ、おもわず僕はキツク閉じていた目を開けた。

　と。目の前のミカエル神父が、ゴールドの瞳でニッと笑う。

「おまえが気持ちよくなってどうする？　私を気持ちよくさせるのが、おまえの仕事だろう？　金貨二十枚分」

「…………」

　容赦のない物言いに、金貨二十枚分、という自分の価値を再認識させられる。

「うっ……あ、あ、あ」

　指にかわって僕のなかに入り、突き上げはじめたミカエル神父に、僕はまたキツク目をつぶり苦しみに耐えた。

　執拗なバックへの愛撫と。

　執拗に僕に自分の立場をわからせる、言葉と。

　金貨とひきかえの、愛も快感もともなわない、セックスと。

　こんな夜を重ねていると、ほんとうに自分が、お金で売り買いされる、心のない人形になったような気がしてくるよ……？







「……港」

　キャンパスで、後ろから声をかけられる。

　振り返ると、そこにいたのは征也だった。

「講義に出てきたのか？　港はいつも、まじめで一生懸命だな。まあ、そこが可愛いんだけど。おっ、と。港？」

　征也の顔を見たとたん、なにかが胸にこみあげてきて、僕は抱きつくとキスをした。

「ど、どうしたんだ？」

　征也が、あわてて周囲を見まわす。

　ゴールデンウィークの合間で閑散としているとはいえ、人目がある。

　事実、何人かは驚いたようにこちらを見つめているし、女の子たちは「きゃっ」とハートマークがつきそうな声をあげている。

「み、港。とにかくこっちへ」

　人目をさけて移動した校舎の陰で、

「ごめんなさい」

　僕は、謝った。

　でも。

「どうしても、征也にキスしたかったんだよ」

　ちゃんと自分に心があることを、ちゃんと征也を好きなことを、確認したかったんだよ。

「うれしいよ」

「え？」

　聞こえてきた声に、うつむいていた顔を上げると、征也がやさしい笑顔を浮かべていた。

「港がそんなに俺を愛してくれていて、うれしいよ。でも、忘れないでくれ。俺も同じくらい、いいや、もっともっと港を愛してるってことを」

「征也……！」
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　胸に熱いものがこみあげ、僕は、目をいっぱいに見開いて征也を見つめた。

　ちゃんと、僕の心は生きてる。征也のことを愛してる。征也は僕を愛してくれている……！

　だから、僕はだいじょうぶ。

　うん。きっとだいじょうぶ。







　講義を終え、大学を出たのは、夕方だった。

　夕焼け色に染まる坂道を、教会へともどる。

　でも、ペースがだんだん落ちてくる。

　また、あのつらい夜が待……。

　ハッ。

　僕はわれに返り、ぷるぷると頭を振って暗い考えを追い出し、自分にはっぱをかけた。

　さっき、だいじょうぶだって言ったばかりだろ？

　しっかりしろ、神戸港！

　囲われ者になるのだって、自分で決めたことじゃないか。

　いまさらイヤだとか言うのは、ひきょうだ。

　そうだ、ひきょうだよ。

　お金をもらって働くからには、一生懸命、誠実に。いつもニコニコ笑顔を絶やさず、お客さまに喜んでもらうべし！

　……って、これ、バイト先の店長が教えてくれた、バイト心得だよ〜。

　自分につっこみつつも、僕は、かなりうれしかった。

　天然入ってると言われたり、いまどきピュアでまじめ〜とからかわれたりするノリとはいえ、僕本来の感覚がもどってきている。

　ここのところ、心がぺしゃんこにつぶれていて、感覚も思考もまともに働かなかったんだ。

　また、からかわれるかもしれないけれど。

　やっぱり、僕は誠実でありたいな。

　だれに対しても。

　そう、ミカエル神父に対しても。




　　　　　◇◇◇




「……港、港」

　日曜日の朝。

　僕は、礼拝堂のなかからミカエル神父に呼ばれた。

　行ってみると、

「ご奉仕だ、港」

「は、はい」

　朝から？

　一瞬ためらったけれど、すなおに服を脱ごうとした。

「ああ、そのままでいい。ミサをあげるんだ。手伝ってくれ」

「え？」

　すると、祭壇の奥からそんな声が聞こえ、目をやった僕は、

（……あ！）

　その目を、みはった。

　ミカエル神父は、いつもの黒服ではなく、色鮮やかな祭服をまとっていたんだ。

　赤いシルク地に、金糸銀糸で聖母子や聖人がししゅうされた、ローブ。

　肩にかけられた、金の十字架がいくつも縫いつけられた、白い飾り帯。

　うわ。神父さま自身が聖画から抜け出してきたみたいに、きれいだぁ……。

　おもわず、見とれていると、

「港、こっちへ来てくれ」

「は、はいっ」

　呼ばれて、あわてて祭壇のところへ行く。

　ミサというのは、本来、最後の晩餐の追体験である。

　イエスさまと弟子たちがパンとワインを分かち合ったのを記念して、集まった人々が同じことをする。

　それがミサのメイン、つまり聖体せいたい拝領はいりょうだ。

　イエスさまが言われたとおりの言葉を神父が唱え、パンをイエスさまの体に、ワインをイエスさまの血に変える（とされている）んだ。

「イエスは、食事の最初にパンを取り、感謝をささげて祝福し、割って、弟子に与えておおせになりました。これは、あなたたちのために渡される私の体である――」

　ミカエル神父が、パン（直径二センチほどの円く薄い、生パン）を手に、祈りをささげる。

「港、パンの拝領を」

「で、でも僕、洗礼を受けてません」

　パンをもらえるのは、洗礼を受けた人だけなんだ。

「私がいいと言うんだから、いいんだ。さぁ」

「はい……」

　パンは、神父の手から人々の手へ、神父の手から人々の口へ、の二つのパターンがあるけれど、この教会は後者のようだ。

　目を閉じ、唇を開いて、パンを待つ。

　これで、僕の罪も許されるかな……？

「んっ？」

　と。パンではなく指をくわえさせられ、びっくりして目を開ける。

　目の前のゴールドの瞳が、にやりと笑った。

「じゃあ、そろそろご奉仕してもらおうかな？　港」

「！」

　はっ、と息を呑んだ。

　このご奉仕は、さっきのご奉仕とは意味が違う。

　神さまにではなく、自分に奉仕しろと。

（仕えろと……相手をして楽しませろって、言ってるんだ！）

　心ならずも体を売っている罪悪感からミサで救われた気持ちになり、あまつさえ、ミカエル神父の聖職者然とした姿に安らぎさえ感じていた僕は、裏切られたような気がした。

「わかりましたっ！」

　相手をにらみつけ、服を脱ぎ捨てていく。一枚、二枚、三枚。

　そんな僕をミカエル神父が抱き上げ、祭壇の白布のまんなかに降ろす。

　そして手早く、僕の体から残った衣服をはがしていく。

「ん……んんっ」

　ゴールドの瞳がせまってきたと思うや、唇を奪われる。

　口移しで生パンを食べさせられる。

「うう……んっ、うう……ふっ」

　パンといっしょに神父の舌も、僕の口のなかに入ってくる。舌で口中をひっかきまわされる、ぐちゃぐちゃにされる……っ。

「んっんっ、んんんぅーっ。……はぁはぁ」

　やっと唇が離れて、肩で息をつく。

　そんな僕の体を自分の体の下に敷き込み、ミカエル神父が、僕の肌に舌を這わせる。いつものように、胸に、お腹に、太ももに、淫らなキスの雨を降らせる。そしてバックには、いつにもまして、淫靡で甘美な指の愛撫をくりかえす。

　あっあっ、感じっ……。

　意地でもエッチな声をもらすものか、と唇を噛みしめる僕に、ミカエル神父が、くすりと笑いかけた。

「そうそう、パンだけじゃいけないな。ワインを忘れていた」

　ワインの祈りを唱えはじめる。

「イエスは食事の最後に杯を取り、感謝をささげて祝福し、弟子に与えておおせになりました。これは私の血の杯。あなたたちと多くの人のために流されて罪の許しとなる、新しい永遠の契約の血である――」

　なんのつもり？

　答えはすぐにわかった。

　赤ワインを注いだ聖杯を高々と天にささげたミカエル神父は、ゴールドの瞳を妖しくきらめかせると、

「哀れなるわが子羊に、罪の許しを――」

　そのワインを、両脚を閉じさせた僕の股間になみなみと注いだんだ！

「なっ……」

　かぁっと顔と体が熱くなった。あまりの恥ずかしさに。

　かぁっと股間が燃えた。アルコールの高濃度に。

　そのせいで性的な疼きはおさまったけれど……だけどっ。

「いやっ。やだやだ……っ」

　必死で脚をばたつかせようとする僕に、

「おっ、と。ワインがこぼれる」

　神父のからかうような声がかかる。

「器が暴れちゃいけないな。港、おまえは器だよ。ワインと私を入れる」

　！　器。

　ショックで一瞬、抵抗を忘れた僕の股間のワインを、ミカエル神父が吸う。

　そして、ワインのしたたる唇で、

「……んっ」

　僕の唇をふさぎ、同時に、僕の下の唇も彼自身でふさぐ。

「……っ、……っ、……っ」

　上下の口をふさがれ、出口をなくした僕の体のなかで、思いがぐるぐると回る。

　ワインプレイにたいする、羞恥心。

　祭壇でセックスをする、罪悪感。

　聖体拝領をしたから許してもらえる……という、どこか安心した気持ち。

　その聖体がキスといっしょに食べさせられたものでも……？　という、心の反論。

（神さま）

　僕は、混乱しきった思いのなかで、自分に覆いかぶさる男の背越しに見える、どこかしら男におもざしの似たイエスさまの像にむかって、手を伸ばした。

（神さま、ごめんなさい……）







「……征也」

　征也のマンションに着いたとき、僕はまだ混乱していた。

「僕、僕」

　なんと言ったらいいものかわからず、胸に飛び込む。

　征也は僕を抱きしめながら、玄関のドアを閉め、そのまま僕の両手を壁につかせた。

　耳に唇を寄せて、ささやく。

「このごろ、港が積極的でうれしいよ……」

「え？　こ、こんなところで？」

「だいじょうぶ。立ったままの体位は楽だから」

　性急に求められてとまどう僕に、答えると、征也は僕の下着ごとジーパンを下ろした。

　僕のそこに熱いものをあてがい、一気に入ってくる。

「あ……、痛い」

「がまんして。最初だけだから。じきによくなる。愛しているよ、港」

「征也、征也。ぁっ……、あっ……」

　激しく突き上げはじめた征也の、言葉とは逆にだんだん強くなる痛みに、必死に耐えながら、僕はふと思った。

　そういえば。

　ミカエル神父との行為で痛かったことは、一度もないな。

　いつも、たんねんにほぐしてくれるから……。

　そこでハッと気づき、あわてて否定する。

　ほ、ほぐしてくれるってなんだよ。

　くれる、って！

　あいつは、僕のこと、金貨で買ったオモチャだと思ってるから、しつこくいじって楽しんでるだけだろっ。

　征也は、僕のこと、本当に愛してくれてるから、こんなふうに熱烈に求めてくれるんだ。

　愛してるから、あんな神父とは違って、何回も何回も僕を抱くんだ。

　好きだから、神父と違って、僕のなかでイクんだ。

（……神父さま。僕のなかでイッてくれたことは一回もなかった、な）

　ぽつりと心がもらした、そんなつぶやきも、

「……あっ、あああーっ」

　そのとき、身のうちに放たれた激流に、胸に浮かんでいたたくさんの思いとともに、流されて消えた。







「ふぅ……」

　丘の上教会へと続く坂道をのぼりながら、息をつく。

　すこし、征也のところで休んでいたかったけれど……。

　そんなわがままを言うわけにはいかない。

　征也は出かけるところみたいだったし。

　それなのに、僕のために時間をさいてくれたんだし。これ以上は。

　でも……。

　正直、いまの僕の体に、この急な坂道はつらい。

　もともと受け入れるようにできていない男の子の体は、女の子とは違って（妊娠の心配はないぶん）なかで、それも何回も出されると、かなりきついんだ。

「あっ……」

　わずかな段差につまずき、転びそうになる。

　足がちゃんと上がらなくなってきている。

　体が熱っぽい。

　風邪がぶりかえしたのかもしれない。

　ふと、空を見上げると……。

　ゴールデンウィークの太陽はきらきらと輝いていて、ジュースやソフトクリームを片手に、神戸土産の袋をいっぱいぶらさげて観光する人々の笑顔もきらきらしていて、なんだか自分一人が世の幸せから置き去りにされた思いにとらわれる。

　……って。

「いかんいかん。ネクラ魔王、たいさーん！」

　わざとおどけた口調で言い、元気にスマイルしようとした僕は、でも失敗した。

　泣き笑いのようになった笑顔のまま、僕はぽつんとつぶやいた。

「疲れちゃった、な」

　ちょっとでいいから、休みたいな。

　そうしたら、また元気いっぱいの、花丸元気印の神戸港になって、歩きだすから。

　すこし。

　ほんの、すこしだけ。

　だれか、僕を休ませて？

「……港？」

　遠くで呼ばれて顔を上げると、ぼんやりしてきた視界に、小さな愛らしい教会が映る。

　その教会の主も。

　キレイだな。きらきら…きらきら、髪がお日さま色に輝いて。

　違うってもうよく知っているのに、くすっ……へんなの、やっぱり天使さまに見えるよ。

「港？　どうした？　顔が真っ青だぞ」

　お願いです、僕を憩わせてください……。

　ミカエルさま……、大天使ミカエルさま……。

「おい、だいじょうぶかっ？　港、港、港……」

　駆け寄って、何度も僕の名を呼ぶ彼の胸のなかで、その声をどこか聖歌のように心地よいものに聞きながら、僕の視界は急速にホワイトアウトしていった。
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「……う、ん」

　ベッドのなか、ぼんやりと目を開ける。

　見えたのは、金の髪に金の瞳の美しい天使さま。

　天使さまの天井画。

「気がついたか、港」

　天井画……じゃない？

　僕はハッと息を呑み、一気に覚醒した。

　昨日このミカエル神父の前で倒れてしまったこと、ミカエル神父だとわかっていつつも同時に天使さまだと思ったこと、などが思い出されてくる。

　き、きっと、熱で頭がどうかしてたんだ。

　あわてて、神父のベッドから起き上がろうとする。

「寝ていればいいのに」

「け、けっこうです。自分のベッドで寝ます」

「でも、まだ熱が」

「もう下がりましたっ。だいじょうぶです」

「ほんとに？」

「ええ！　ほんとにだいじょうぶです、だいじょ……」

　きゅるるう〜。

　くりかえそうとした必死の言葉のかわりに、間の抜けたお腹の音が鳴った。

　ミカエル神父は一瞬きょとんとした顔をし、それから、明るい声をたてて笑った。

「ははっ」

（……あ）

　まるで大輪の赤いバラが咲きこぼれたみたい、だ。

　って、な、なに、こんなやつに見とれてるんだ僕！

　ミカエル神父は、まだくすくすと笑いながら、

「けっこう、けっこう。お腹がすくのは元気な証拠」

　ぽんぽんと僕の頭をたたいて、キッチンヘ消えた。

　しばらくしてもどってきたときには、おいしそうな湯気のたったお皿を持っていた。

　やさしいミルク味の、アーモンド・オートミールだ。

「これ……、あなたがつくったんですか？」

「ん？　びっくりした？」

　だって。

　ここでは家事も僕の仕事で、料理をする神父なんて見たことがなかったんだ。

　しかも、

「おいしい……」

「それはなにより。やもめ暮らしが長いもんで。料理の腕はピカ一だよ」

「や、やもめって。あたりまえじゃないですか。神父さまなんだから」

「んー、そうでもないよ？　可愛いハニーがいるときもある。港みたいな、ね」

「だっ、だれがハニーですかぁ。だれが」

　どこまでが冗談でどこからが本気かわからない、聖職者らしからぬ軽口にとまどいながらも、どこかホッとしている自分に気づく。

　そう、ホッとするんだ。

　救われるんだよ。

　明るいラテンのノリのミカエル神父といると。

　金色の日だまりのなかにいるように、心地いい……。

　あたたかい、やさしい、この時がいつまでも続くといいな……。

「港」

「！」

　ふいに。

　あごをつかまれ、顔を近づけられて、びくっと身をすくませる。

　ぎゅっと目を閉じ、体を固くして、やさしい時が哀しい時に変わる瞬間を待っていた僕の上に降ってきたのは、

「あ……？」

　ほほについたオートミールの麦粒を取ってくれる、やわらかな唇の感触だった。

　そのまま、ミカエル神父は、まるで宝物を扱うかのようにそっと……僕をあたたかな胸のなかに抱き込んだ。

「すまない、港。私のせいだな。手加減していたつもりだったが……。やはり、無理をさせてしまっていたようだ」

「神父さま……」

　とくん、とくん。

　小さく、胸が高鳴りはじめる。

「今日はこのまま、ゆっくりとお休み。なにもしないから」

「神父さま……」

　神父さまが、僕のふとんをかけなおし、髪をかきあげて額にキスしてくれる。

　そして、美しく微笑んで言った。

「――金貨二十枚の、大事なオモチャだ。壊す気はないからな」

　そんな残酷な言葉さえ。

　そんな残酷な微笑みさえ。

　いつものように僕を哀しみの底には落とさず、なぜか、どっくん……と切ない痛みをともなって僕のハートを低く脈打たせただけなのだった。







　その日から、僕のハートはすこし……おかしくなった。

　礼拝堂でひざまずき、両手を組んで、神さまにキリエ（あわれみの賛歌）をささげながら。

「主よ、あわれみたまえ、主……よ……」

「どうした？　港。ちゃんと歌わないと」

　神さまより、背後でささやくミカエル神父のほうが気になる。

「あ……」

　耳をかすめる声と息に、とくん、とくん、とハートが高鳴りはじめる。

「キリストよ、あわれみたまえ、キリスト……よ……」

「ちゃんと発声しなくちゃ、港。ほら、お腹に力を入れて」

「あっ……」

　僕のお腹にまわされたミカエル神父の手に、今度は、お腹が熱くなる。

　まるで、そこにハートが移動してしまったかのように、とっくん、とっくん、と切なく激しく鼓動しだす。

「あ……、あ……」

「ほんとにどうしたのかな？　ん？　今日は、えらく可愛い声で鳴くんだな」

　くすくすと揶揄するような、ミカエル神父の声。

　そう。

　からかわれるまでもなく、変なのは自分が一番よくわかってる。

　だって。

　ひざまずき、両手を組んで、キリエを歌いながら、背後からミカエル神父に抱かれるという、このうえなく背徳的で破廉恥なセックスを強要されてるっていうのに、こんな声が出るなんて！

「はっ……、あっ……」

「リズムに合わせて歌ってごらん？　港」

「あっあっあっ……、や……っ」

　アップテンポで突き上げられて、おもわず否と言ったけれど。

　ほんとは、そんなにいやなわけじゃない。

　いやとは思わない。

　思えない。

　なぜ……？

　どうして……？

「主よ、あわれみたまえ、主よ、あわれみたまえ、主よ、あわれみ……たまえ……」

　キリエを歌いながら、呼びかける。

　神さま、僕をあわれんでください。

　でも、いったい、僕のなにを？
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　もしかしたら、いやと思うこともできないほど干からびてしまった、僕の心を？（だけど、心が死んでしまったとは感じられない）

　それとも、抱かれることに慣れていやとも思わなくなってしまった、僕の体を？







「征也……」

　マンションのドアが開くと、僕は顔をほころばせた。

「僕、僕……」

　でも、なんと言ったらいいかわからない。

　いまの不可解な気持ち。とまどい。淫乱になってしまったのかも……という不安。

「おいで、港」

「征也？」

　征也は、そんな僕を奥のベッドルームへと導いた。

　抱きしめ、すぐさま服を脱がせてベッドに押し倒そうとする。

「ま、待って。征也」

「そのつもりで来たんだろ？　楽しませてあげるから」

「こ、今夜は、そうじゃなくて」

「もう黙れよ。港」

「征也……んっ」

　征也は、僕の唇を唇でふさぎ、会話を強制終了させてしまった。

「お望みどおり、たっぷりと可愛がってあげるよ」

「んん……んぅ」

　ちが……う。

　セックスしに来たのじゃなくて。

　ただ。

　ただ、聞いてほしくて。

　いまの不安色をした気持ち。

　不安ごと征也に受け止めてほしくて。ありのままの僕を受け入れてほしくて。

　そして、それでも征也は僕を愛してくれると、征也がいるかぎり僕はだいじょうぶなんだと、僕にわからせてもらいたかったんだよ……！

「いい、いいよ。港のなかキツくて、すごく気持ちいい……」

「んんっ……んんぅっ」

　なのに……ひどいっ。

　こんな、体が目的みたいな扱いっ……。

　心のなかでさけんで、ハッ、と気づく。

　な、なに言ってるんだ。

　こんなふうに、熱烈に求めてくれることこそ、愛の証じゃないか。

　そう。そうだよ。

　征也は僕を愛してくれている。

　だから……。

　だからこそ……。

　自分に言い聞かせながら、ふと目をやると。

　暗い窓ガラスに映る、僕の声を奪ったまま、僕の下半身を押し開きのしかかる征也は、まるで祭壇のいけにえの小羊を食らおうとする悪魔みたいに、見えた。




　　　　　◇◇◇




　それから、しばらく、僕は征也に会えなかった。

　家に行っても留守だったり、電話もつながらなかったりで、すれちがいが続いたんだ。

　ゴールデンウィーク明けのキャンパスを歩きながら、思う。

　でも、今日は。

　今日だけは、いっしょに過ごしたい。

　だって、この五月十日は、僕の……。

　ちょうどそこで、ぽんと肩をたたかれた。

（征也……!?）

　でも、振り返った僕の目の前にあったのは、人なつっこい藤井の笑顔だった。

「あ……、藤井か」

「なに、その残念そうな顔。せっかく、バースデープレゼント用意したのにー。俺のバイト先、吉野山家のポイントカード（スタンプ押し済み）、十枚セットだー！　店長の目ぇ盗んで、せっせとスタンプ押したんだぜ。港、近ごろ元気ないから、これで牛丼でも食って、元気出せって。なっ」

「あ、ありがとう」

　友人の小さなプレゼントが、すごくうれしく感じられる。

　……内容的には、軽ーく犯罪おかしちゃってない？　って突っ込みたいけど。はは。

　それはともかく、藤井の友情のおかげで、僕は、なんだか牛丼を食べるまえから元気になったような気がした。

　キャンパスを出たその足で、征也のマンションに向かう。

　今日、五月十日は僕の誕生日。

　それも、二十歳の。

　特別な日は特別な人と祝いたいんだ。

　




　ピンポーン。

　チャイムを押すと、すぐにドアが開いた。

（やっぱり、僕の誕生日にはちゃんと家にいてくれた……！）

　征也が顔をのぞかせ、

「よぉ、遅かったじゃねーか、ルイ。待ちくたびれたぜ……み、港？」

　僕の姿を認めると、ぎくっとしたように言葉を切った。

　征也とは思えない、乱暴な言葉を。

「や、やあ、港。今日はどうしたんだい？」

　いつもの口調にもどって、征也が聞く。

「いっしょに過ごしたいな……って思って。だって、今日は僕の二十歳の……」

「その子、だーれ？　征也」

　言いかけたとき、ふいに、後ろから声が聞こえた。　

　振り向いた僕の前に立っていたのは、

（うわ。すっごくキレイな女の子……じゃない？　男の子？）

　ブリーチした金髪に、耳にいくつもつけられたピアス、ヒップハンガーのジーパンに女の子が着るビスチェみたいな服。まるで、ファッション雑誌から抜け出てきたような子だったんだ。

「ル、ルイ」

　征也が呼んだ。

　ルイ？　じゃ、さっき僕と間違えた……。

　ルイという子は、僕をじろじろとながめると、

「ふーん。最近はこんな子が趣味なわけ。征也」

　ふっと嘲笑わらって、手にしていた煙草をくわえ、ふうっと煙を吐いた。

「あの、征也、この人は？」

　僕が聞くと、征也は、

「バ、バイト仲間だよ」

　と答えた。

「バイト？　御曹司の征也が？」

「モデルのバイトを始めたんだよ。スカウトされて。それに、将来、鮫島建設を継ぐ身としては若いころの労働体験は貴重だからね。なにごとも経験というところかな」

　なにがおかしいのか、きゃははっ、とルイが派手な声をたてて笑った。

「ルイ！」

　征也はルイをにらむと、僕にむかって言った。

「今日も、これから打ち合わせなんだ。すまないけど、急用じゃなかったら、今日は帰ってくれないかな。埋め合わせは、きっとするから。ね？　港」

「あ……」

　でも、今日は誕生日で、特別な日で……。

　僕は、のどまで出かかっていた言葉をのみこんだ。

　かわりに、にっこりと花丸元気印の笑顔を征也に向けた。

「うん！　わかった。いいんだ、そんな大した用じゃなかったから。じゃ僕、帰るね。お仕事、がんばって」







「ふぅ……」

　征也のマンションを出た僕は、小さくため息をついた。

　ほんとは、いっしょに過ごしたかったな……。

　でも仕事だからしかたない。

　わがまま言っちゃいけない。

　でも、征也はえらいな。

　バイトの必要なんかない身分なのに、ちゃんと働いて。

「……あっ」

　そのとき、前方から、車体にペインティングした派手な車が猛スピードで走ってきて、僕は、あやうくぶつかりそうになった。

　危ないな。

　そういえば、教会の横にも、いつも目立つ赤のオープンカーが停まってたっけ。

　思い出しながら行こうとした僕の耳に、

「でよっ、セイヤのやつ、そいつのためにお坊ちゃまのフリしてやがんの」

「あのセイヤがお坊ちゃまっ？　ぎゃははっ、信じらんねー」

「どーせすぐ飽きて、いつもみたくオレらに回してくれるって。それよか、スピード上げろよ。遅れると、セイヤ、うっせーぞ」

　そんな、車に乗っていた派手な三人組の会話が聞こえてきた。

　え？　セイヤ？

　だけど、振り返って見たときには、自販機のビールを買うのに一時停車していた車はふたたび猛発進していた。

　征也……、のことじゃないよね。

　べつに珍しい名前じゃないし。







「ふぅ……」

　丘の上教会にもどったのは、夕暮れ時だった。

　自分の部屋にかばんを置き、夕飯の用意をしようとキッチンに入る。

「――お誕生日おめでとう！　港！」

　パーン！

　そのとたん、クラッカーの音とともに大きな声で言われて、びっくりした。

「え……？」

「だから、ハッピーバースデー。今日、誕生日だろ。港」

　ぽかんとする僕に、ミカエル神父が明るく笑いかける。

「そ、そうですけど。どうしてそれを」

「ん？　そりゃこれを見れば、ね」

「あーっ。また、僕の学生証……っ。ないと思ってたら」

「盗んだわけじゃないよ。ちょっと、だまって拝借しただけ」

「世間一般には、そういうのを盗ったって言うんですっ」

　まるで、古くからの知人のようにわだかまりなく。

　親しい友人のように自然に。

　ぽんぽんと言い合いながら、僕はうれしかった。楽しかった。

　胸の奥にあった固く冷たいしこりが、みるみる溶けていくのがわかる。

　かわって、そこが、ぽつ……と金色のお日さま色に染まる。

「だいたい、ミカエル神父って、ほんとに神父さま？　いまも白の祭服、着てるし」

「あは。大切な港の特別な日だから、特別におしゃれしてみました」

「そ、そういうことじゃなくて……っ。白はクリスマスと復活祭以外、着ちゃだめでしょ」

「そうなんだ？　初めて知ったなぁ、はは」

「って、絶対絶対、ほんとの神父さまじゃない〜っ」

　ミカエル神父の笑顔が好きだった。

　明るいラテンのノリの神父さまが、大好きだった。

　だから、僕は、この小さな日だまりのような幸せな時間をすこしでも長引かせようと、わざとはしゃぎつづけた。

　……やさしい時は過ぎる。……楽しい宴もいつかは終わる。

　そんな哀しいささやきを、心のどこかで聞いていたからかもしれない。

「神父は神父でも、私はカトリックの司祭じゃないからなぁ」

「えつ。じゃここ、カトリック教会じゃないんですか？」

「ここは、私がホスト時代のかせぎで買った教会」

「教会はお金で買えませんって〜……」

「異人館の家庭礼拝堂だから買えるんだよ……」

「やっぱりやっぱり、もぐりの神父さまだぁ〜……」







「……うわ。すっごい」

　神父さまにエスコートされて、ダイニングルームに移ると。

　テーブルの上では、たくさんの料理たちがおいしそうな湯気をたてていた。

　まんなかには、大っきなバースデーケーキ。

　お腹のなかに香草やフルーツを入れて焼いた、七面鳥（？）。チーズとスライスアーモンドをトッピングした、ナスとひき肉の重ね焼き。アーモンドとミネラルたっぷりの緑黄色野菜の、サラダ。アーモンド・キャラメル・プディング。

「なんだか、アーモンドがいっぱい？」

「うん。私の料理のベースは、故郷の地中海料理だから」

「お国……、どこでしたっけ？」

「マルカ王国」

　マルカ？

　あれ、聞き覚えが……。

　ちらりと思ったとき、

「国を出るときポケットに入ってた種を植えたら、いつのまにか、あんなに大きく育ったんだ。今年もたくさん、おいしいアーモンドの実をつけてくれるよ」

　神父さまが庭木を指したので、僕はそちらに心を奪われた。

　僕がここに来たときには、淡いピンクの花をいっぱいに咲かせていた、桜とよく似た、でも桜よりも丸いくるんとしたフォルムがなんとも愛らしい、アーモンドの木。

　いまやすっかり、葉桜ならぬ葉アーモンドだ。……くすっ。

「そうだ、港。実がなったら、いっしょに収穫しよう。ふたりで料理をつくるんだ」

「はい。はい、神父さま……」

　微笑んでうなずきながら。

（そうできたらいいな……。そのときまで、ここにいられたらいいな……）

　アーモンドの葉の合間から、ちらちら……きらきら、オレンジ色の木漏れ日がこぼれる、どこか遠い国のおとぎ話のような情景をまえに、僕の心は、小さく……切なく、つぶやいていた。







「ハッピーバースデー、港」

「ありがとうございます、神父さま」

　いよいよバースデーパーティーが始まって。

　かちん、と合わせたグラスとグラスの中身は、神父さまが今夜のために特別に用意してくれたマルカ産の赤ワイン（ピエトロ・チェリーニという名酒らしい）。

「港は、ひょっとして飲めない……とか？」

「いえ。それがけっこうイケる口なんです」

　神父さまが、ちょっとおどけた口調でひそっと聞いてきたので、僕もひそっと答えた。

「へえ、意外だな。また、ぜんぜん飲めないのかと」

「よくそう言われるんですけど、僕けっこう……」

「いやいや、そういう意味じゃなく。ほら、港ってまじめだから、お酒は二十歳になってから、とか言って、飲んだことがないのかと」

「え？」

　言われて、初めて気がついた。

　いままで飲んでたってことは……。

　今日、二十歳になったってことは……。

　う！　昨日までの僕は法律違反だ、犯罪者だぁ。

「日本っていうのは、ある種、不思議な国だよな。酒は二十歳からとか言うくせに、十八歳の大学生がコンパで堂々と飲んでいても、だぁれも文句を言わない……み、港？」

　神父さまが、真っ青になってあわてふためく僕に、きょとんとした顔をした。

「僕、犯罪者なんですっ。ざんげしますっ。……って、あーっ、神父さまは本物の神父さまじゃなかったんだーっ。どうしよう!?」

「あ……はははっ」

　それから涙目になった僕に破顔し、明るい声をたてて笑った。

「ま、まったく、港。おまえってやつは……まじめで純情で、でもどこか抜けてて、天然で。そんなだから、ほっとけないんだ。可愛い。すごく可愛いよ、港」

（可愛い）

　どきん。

　胸が高鳴る。

　いつもなら、男として屈辱だ、と思う言葉に。

　どきん、どきん。

「港……」

「神父さま……ん」

　吸い寄せられるように重なった、唇と唇。

　神父さまの甘い唇は、僕の唇を包み込み、それからそっと……唇を割って入ってきた舌も、舌を包み込むようにやさしく動く。

　唇と唇のキスはわかるけど……。

　舌と舌のキス、みたい。

　こんな。

　こんなの、生まれて初めて……。

「……あ」

　またそっと……唇が離れると、僕はハートまで神父さまに包み込まれ、からめとられたみたいで、神父さまという美酒に酔ったようで、立っていることさえままならず、目の前の広い、男らしい胸にすがった。

「どうして……。こんなの、いつものディープキスに比べたらぜんぜん……」

「キスは、激しさじゃない。深さの……心の問題なんだ、港。キスも、セックスも、心がこもっていなければ感じることはできない。これが、本物の大人のキスだよ。二十歳の……大人の誕生日、おめでとう、港」

「神父さま……」

　とくん、とくん。

「僕に大人の……、大人のセックスも教えてください……」

　ほとんど無意識に言ってから、はっ、とわれに返り、ぼっ、と顔が燃える。

　でもいい。後悔してない。心のある、愛のある、神父さまとのセックス……。

「港」

　神父さまはちょっと目をみはり、それから、その神々の黄昏のように美しい黄金色をした瞳でふっ……とやさしく微笑んだ。

「あっ……」

　ふわり、と僕の体が抱き上げられる。

「教えてあげるよ、本当のセックスを。港……」

「神父さま……」

　とくん、とくん、とくん。

　胸の鼓動が高まる。




　　　　　◇◇◇




　神父さまの腕に抱かれて、ベッドルームに運ばれて。

　その腕にやわらかくベッドに抱き下ろされて。

「……ぁ？」

　そのまま、ソフトに抱きしめられたと思うと、唇に甘い神父さまの唇が降ってくる。

「ん……、ん……、ん……」

　小鳥が木の実をついばむような、可愛いリトルキス。

「んふぅ……」

　しっとりと唇と唇を合わせる、静かで深い口づけ。

「んっ……、んふっ……」

　上下の唇で僕の唇を包み込んで甘く吸う、魅惑の接吻。

　どれもこれも、けっしてディープなキスじゃないのに……。

　重ねている唇が、熱くなってくる。

　ほほまで、燃えてくる。

　頭もかぁっとして、ぽわんとして、熱でもあるみたいになって……。

「……あ？」
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　熱に浮かされたように宙に泳がせた腕を、神父さまが取り、やさしく自分の背中に回させた。

　僕はきゅっと夢中で抱きつく。

「あ……、神父さま、神父さま」

「いい子だ。いい子だ港……」

　満足した黄金の猫のようにゴールドの瞳を細めて微笑った神父さまが、僕の髪を撫でながら、また僕の唇をふさぐ。

「んっ……あ」

　今度は、唇のすきまから舌をさしこんできて。

　僕はおずおずと、でも必死に舌に舌を絡める。

（港……、私の港……）

（神父さま……、神父さま……、神父さま……）

　舌から舌に、唇から唇に、響きでメッセージを送られて、僕も無我夢中で送りかえす。ただただ、大好きなその人の名を。

　あ……。

　もうなにがなんだか、わからないよ？

　唇も、ほほも、手も、体も、ハートも、どこもかしこも熱くて。ぼぉっとして。

　だけど……。

　ぽわんとして、ふわふわして、すごく幸せ……？　……な気持ちだな。

　そうだよ。

　一方的に、神父さまにキスされて、愛撫されていたときよりも、ずっと、ずっと、幸せな気持ち……。

「……神父さま？」

　唇を離し、そんな僕を見つめて、神父さまがやさしく微笑んだ。

「こうして、港が応えてくれれば、私はそれで幸福になる。そして、もっと、もっと、港を幸福にしてやりたいと思う。ふたりで応えあって、感じあって、高まり深まっていく……それが大人のセックスだよ、港」

「！　神父さま……」

　微笑みかえした僕の上気したほほを、

「あっ……」

　神父さまが吸う。

　そのまま、やわらかく吸いあげて。

　舌先でほほを滑り降りていって。

　うなじ……鎖骨のくぼみ……胸。

　到達した胸の小さな突起を、唇に含む。

　甘々と舐めながら、もう片方は、指先であやすようにソフトに愛撫する。

「ぁ……、ん……、ふ……」

「港のいいところは、ちゃんとわかってるよ……」

「あっ……、はっ……、ふっ……」

　神父さまのなすがままに、肌にテンダーキスの雨を降らされ、甘い声をあげていた僕だったけれど、

「見て。港」

「……え？」

　そんな声に、つむっていた目を開けた。

　すると。

　僕の胸にピンクの花びらが落ちている。

　ううん。

　これ、キスマーク？

「港の胸に桜の花が咲いた。いや、アーモンドの花かな？　港がここに来た日、庭のアーモンドが満開だった。港はまるで、その花の精みたいに見えたんだよ」

　神父さま……。

（初めて会った日のことを、大事に覚えてくれていた……）

　そう思うと、うれしくて、ぽっと胸のなかにも小さな花が咲きそめる。

「もっとたくさん、港の上に花びらを降らそう」

「あっ……、んっ……、んっ……」

　最後に、神父さまは僕の手を取り、まるで騎士がお姫さまにするように手の甲に口づけた。

　とくん。

　胸が、特別なニュアンスで高鳴る。

　とくん、とくん、とくん。

　大切な宝物にするような……、愛しくてたまらない者に贈るみたいな……、キス。

　それから神父さまは、僕の手を裏返し、手首のところを強く吸った。

　唇が離れると、そこには、僕の体中の花たちのなかで一番きれいで一番濃いアーモンドの花が咲いていた。

　僕はお返しをしようと、神父さまの大きくて男らしい、だけど繊細で美しい指をもった、白い手を取った。

「ん？　港がしてくれるの？」

「……っ」

　返事代わりに、ちゅっと吸いつく。

　でも。

　あ、あれ？　跡がつかない。

「キスマークをつけるには、手の甲じゃなく、内側を吸わなくちゃ。肌の薄い、血管が集まっているところを強く吸うんだよ」

　教えられたとおりにすると、神父さまの手にもアーモンドの花が咲いた。

　おそろいの、花。

　なんだかうれしくて、くふっ……と笑えてくる。

　僕があげた神父さまの花びら。

　神父さまがくれた僕の花びら。

　そうだよ。

　神父さまの唇が、くれたんだ。

　セクシィな唇が、僕の手首にキスして。

　セクシィな赤い唇が、何度も、何度も、僕の肌に甘いキスを降らせ……。

（セ、セクシィ！）

　突然、その言葉が、僕のなかでリアル感をもった。

　信じられないことだけれど、いまのいままで僕は、「大人のセックスを教えてください」とか自分で言っておきながら、神父さまと親密な時間を過ごせることがうれしくて、体よりも心の気持ちよさと幸福感が先にたち、淫らな行為をしているという意識はまったくなかったんだ。

　でも、いったん、自覚してしまうと。

（セ、セクシィ……。セックス……。あ……）

　だんだん、頭が淫らモードに入っていって。

「あっ……、あっ……ん、あっ……ん」

　どんどん、体もエッチモードにつっこんでいって。

　キスの花びら攻撃を再開した神父さまのリアル・セクシィな唇に、口から、あられもない嬌声がとびだしてしまうんだ！

「あっ……ん、あふっ……、んふっ……」

「ボディキスだけで、そんな声をあげて。港は、ほんとに感じやすい体をしてるんだな」

　くすりと笑って神父さまに言われ、おもわず、かぁっと顔が燃える。

　やだ、やだ。

「……っ、……っ、……っ」

「港？」

　声をあげなくなった僕の顔を不思議そうにのぞきこみ、神父さまがたずねる。

「どうしたんだ、いったい。シーツを噛みしめたりして」

　だって。

　だって、だって。

「は、恥ずかしい声が出ちゃうから……。淫乱なやつって思われて、嫌われたくないから……。神父さま、お願い、僕を嫌わないで……？」

　はんぶん涙目になりながら訴えると、神父さまは、大きく目を見開き、ついでそのゴールドの瞳に愛しくてたまらない……という色を浮かべて細め、僕を広い胸のなかに抱き込んだ。

「ああ、こんな可愛いことを言う港を嫌ったりするものか…………すまない、私が悪かった。からかったわけじゃないんだ。港は感じやすい素敵な体をしている、と言いたかったんだよ」

「それって、つまりは淫乱なんじゃ……」

　ミッションの教育をうけてきた僕は、性的な放埒ほうらつさにたいして、どうしても罪悪感めいたものを感じるんだ。

　消え入りそうな声でつぶやいた僕を、神父さまはやさしい慈しみのまなざしで見つめると、語りかけた。

「ねえ、港。気持ちいいのと気持ち悪いのと、どっちが幸せだと思う？」

「え？　それはやっぱり気持ちいいほうが……」

「だよね。神さまはね、人間を幸せになるようにつくったんだ。だから、すぐに気持ちよく……幸せになれる者を、神さまはお喜びになる。それは、神さまに愛されてる証拠なんだよ。港。港はいっぱい、神さまに愛されているんだよ？」

「やっぱり、神父さまってお説教が上手……。日曜ミサで神父さまのお説教を聞いたら、そのまま天国に行っちゃいそう……です」

　感じたままのことが素直に、ぽろりと口から漏れた。

　すると、神父さまはウッとつまり、顔を赤くして妙にあわてた。

「天国にイッちゃいそう、か。そういう意味じゃなく、純粋な意味で言ってるんだろうけど。知らずに吐くピンクな台詞ほど、ぐっとくるものは……」

「？」

「つまりね、こほん。私も神さまに愛でられた人間だから、すぐに気持ちよく、幸せになってしまうんだよ。愛しい港の可愛い殺し文句を聞かされたら、ね？」

「あっ……」

　神父さまは、僕の手を取って、大きくなった神父さま自身に触れさせた。

　ちょっとびっくりしたけれど、こわいとは思わなかった。

　神父さまが明るくコミカルな言い回しをしてくれたから。

　それに、僕の手のなかで脈打つそれは。

　どくん、どくん、と熱くて。

　まるで、神父さま本人みたいな……。

　明るい地中海の太陽のような……。

　やさしい、命あふれる温かさに思えてきて……。

「……これ、欲しい」

　また思ったままを素直に、ぽつんとつぶやくと、神父さまは苦笑し、それから、ふっ……とその笑いを男臭い片笑みに昇華させた。

「まったく、港は男殺しだな……。でも、約束してくれ？　そんな悩ましい台詞で殺す相手は、この私だけにすると」

「？　はい。はい、神父さま」

　今度も意味がわからなかったけれども、「私だけにしてくれ」という言葉がうれしくて。

「いい子だ、港。私の港……。港は私のものだ、私だけのものだ」

「はい。はい……。はい、神父さま……」

　以前はあんなに哀しかった「私のものだ」という宣言に胸が熱くなって。

「港……、港……」

「神父さま……、あっ……、神父さま……」

　僕を抱きしめ、胸といわず、お腹といわず、キスの慈雨を降らせ、その美しい指で僕の秘部を開かせはじめた神父さまがささやいた、

「ほんとうに狭いな、港は……。いつも十分に指で馴らしていても、まだ壊してしまいそうだ……。とても何回もできないな……」

　そんな、やさしい独白に、心が幸せ色に染まって。

（執拗に愛撫していたのは、もてあそんでいたわけじゃなく、僕の負担をなくすため……。いつも一回だったのも、僕の体を心配して……。僕に興味がないからじゃなかった……！）

「港っ……、港っ……」

「あっあっ……、神父さまっ……」

　やがて僕のなかに潜り込み、激しく……でも甘く、強く……だけどやさしく、突き上げはじめた神父さまに、体も、心も、ハートも、みんなみんな、幸福色に染めあげられて…!!

「港っ……、港っ……、私の港っ……」

「……神父さまっ……、　ああああああーっ！」







　くふっ……。

　と笑って、神父さまの金色のまつ毛をつついてみる。

　気がつくと、僕は神父さまに腕枕をされていて、そうしながら神父さまも眠っていたんだ。

　規則正しく上下する、胸。

　ギリシア彫刻のように美しくたくましい、裸体。

　いつも神父さまは行為のときも服を着たままだったから、見るのは初めて。

　おたがいに生まれたままの姿で。

　ひとつベッドで。

（ほんとに、夢みたいに幸せ……）

　夜明けが近いのか、薄青い闇のなかで、光になるまえの光を集めてつくったように、神父さまの金髪は、きらきら……きらきら、輝いている。

　まるで、黄金の冠みたい。

　そうだ。

　僕は枕の下から、さっきの行為のあとにもらった金貨を取り出した。

　ここに描かれている、王さまの冠みたい。

　ああ、金貨。

　この金貨。

　なくならなければいいのに。

　そうしたら、僕はここにいられる。

　ずっと、ずっと、いられる。

　そうか。

　こうすれば、いいんだよ？

　僕は楽しい夢のなかにいるように、うっすらと微笑んだ。

　こうして、もらった金貨を、神父さまの黒服の左胸の内ポケットに、こっそりと返しておけばいいんだよ？

　一枚もらったら、一枚。

　一枚もらったら、また一枚。

　金貨は永久になくならない。

　僕は永遠にここにいられる。

　このひとのそばに。

　僕は、うっとりと微笑んで……。

『チャリン！』

　そのとき。

　もどした金貨が黒服の胸ポケットから滑り落ち、床に高い音をたてた。

　夜明けを告げる、鳥の声のように。

　幸せな夢の時間の終わりを告げる、時鳴り鳥のように。

　ぼ……くは。

　僕はなにをやってるんだろ？

　僕はなにを言ってるんだろ？

　これじゃ、まるで、僕がこのひとのことを好きみたいじゃないか。

（好き……。！　あっ……）

『やさしい、あたたかい、時間がいつまでも続くといいな』

『ミカエル神父の笑顔が、好きだった』

『神父さま、僕のなかでイッてくれたことはなかった……な』

『明るいラテンのノリの神父さまが、大好きだった』

　僕の胸に、一瞬のうちに、いままでに言った数々の言葉が、これまでに思った様々な想いが、走馬灯のように浮かび上がった。

　好き……という想いは、ずっとまえから、心のどこかで知っていた気がする。でも、気づくわけにはいかなった。認めることはできなかった。

（そ、そんなこと、あるはずないじゃないか。だってこのひとは、もぐりの神父で、元カリスマホストの遊び人で）

　わざとミカエル神父の悪口を言ってでも、認めることはできない。

（聖職者のくせに、僕のことはからかうし、僕のものは盗むし……っ）

　認めてしまえば、もうひとつの事実に気づくことになる。恐ろしい事実に。

（なにより、僕を囲ったひとだ……っ。お金で縛って、僕の体をもてあそんで、僕をオモチャにしてっ……。!!　アッ……）

　ついに、その恐ろしい真実のキーワードがぽっかりと浮かび上がってしまった。

　オモチャ。

　オモ……チャ。

　オモチャ…………。

　そう、このひとは、僕を金貨で買ったオモチャとしか思ってない。

　僕のことなんか、なんとも想ってない。

　僕のことなんて、好きじゃない。

　僕は、ぽろぽろと涙をこぼした。

　だ……から、拾ってきた子猫に情けをかけるように、気まぐれにやさしくしてくれる。

　だから……、「好き」という言葉のかわりに、金貨をくれる。

　だか……ら、一度も僕のなかではイッてくれない。

　このひとは、僕が本当に欲しいものはなにもくれない……！

　いつかは別れが待っている、こんな偽りの幸福の夢のなかでさえ……!!

「……き、じゃない。好き、じゃない。神父さまなんか、好き……じゃない……」

　僕はもう、哀しいのか切ないのか辛いのか、自分がなにを言っているのかわからなくなって、ふらふらと起き上がり、ベッドから抜け出した。

「ち……がう。違う。違う。僕が好きなのは……」

（征也）

　ふいに浮かんだ、名前。

「征也……。そうだ、僕が好きなのは征也だよ……」

　その名前にすがるようにつぶやきながら、僕は服を着け、よろよろと夜のなかへさまよい出ていった。

「……港？　どこだ、港？」

　ミカエル神父が目を覚まし、僕を探しはじめたことさえ、知らぬまま。

　僕は闇のなかをひた走った。

「征也……征也っ……」

　くりかえしても、もう僕のなかで輝きはしない名を呼びながら。

　でもそれが、唯一の希望のように。

　偽りの希望のように。
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「……征也っ、征也っ」

　ウォーターフロントのマンションに着くなり、僕は必死にドアをたたいた。

　懸命に名前を呼んだ。

　征也。

　開けて。

　僕を助けてっ。

『……ガチャ』

「……征也！」

　ドアが開くなり、僕はその胸に飛び込んだ。

　夢中でしゃべりだす。

「僕が好きなのは征也なんだ……っ。征也だけなんだ……っ。だから、だから」

「そういうの、うざいんだよ」

「え？」

　頭上から降ってきた声に、一瞬、なにを言われたのかわからない。

　その言葉が、あまりに思いがけなくて。

「征也……？」

　おもわず見上げて見つめた征也は、僕の知らない顔を……僕が見たこともないような冷たい目をしていて。

「きゃははっ。お気の毒ー」

　突然あがった大きな笑い声に、びくっと征也の後ろを見る。

　この子、たしか昼間の……ルイ？

「あ〜あ、振られちゃったんだ。港ちゃん」

「オレたちがなぐさめてやろーか？」

「やさしーくね。ぎゃははっ」

　この人たちは……あの、派手な車に乗ってた三人組？

　よく見ると、部屋はビールの空きカンやら、おつまみの袋やらで乱雑に散らかっていて、お酒と煙草の匂いが充満していて、くわえ煙草の征也（煙草を吸う征也を初めて見た……）は、およそらしくない、派手な黒のラメ入りのシャツをだらしなく着崩している。

「征也……？」

「純愛ごっこには、もう飽きたんだよ。おまえにあわせて、お上品なお坊ちゃまのフリすんのもいいかげん、かったるいしな」

「征也、なに言って……」

「こいつの体にも飽きたから、好きにしていいぜ」

　なにがどうなっているのかわからず、ぼうぜんと聞こうとしたとき、征也が三人組に言った。

「おっ、待ってました」

「今回、長続きしたほうじゃねーの。征也にしちゃ」

「待たされたぶん、たーっぷりと可愛がってやるよ。港ちゃん」

「えっ、なにっ？　やっ……」

　わけがわからないまま、三人組に腕を取られ脚を取られ、フローリングの床に押し倒される。

　一人の、酒臭い唇が迫ってきて……。

「やだっ」

「……痛っ。こいつ、噛みつきやがった。可愛い顔して、気が強ぇな。おら、おとなしくしろよ。おい、手ぇ押さえとけ」

「わかった」

「はやくしろよ」

「いやっ。やだっ。はなして……っ」

　二人に手足を押さえつけられ、床にはりつけみたいにされて、残る一人にのしかかられ、唯一自由になる首を振って必死に拒絶する僕に、征也の声が飛んだ。

「いまさら、初心なフリすんなよ、港。知ってるぜ？　おまえ、丘の上教会の神父相手に、売りやってるだろ？」

「！　あ……」

　だから。

　だから、征也は怒って……。

「ご、ごめんなさい」

　僕は懸命に謝った。

　怒って、こんなことを。僕が悪いんだ。僕が先に征也を裏切ったんだ。

「ごめんなさい、ごめんなさい……っ。征也にもらったリングも、捨てられちゃったけど、きっと絶対、見つけるから……っ」

「リング？　って、これのことー？」

　征也のかわりに答えたルイのお気楽な声に、きゅっとつぶっていた目を開くと、ルイの指にも同じカルティエのリングが光って（！）いた。それだけでなく、部屋のすみに積まれた段ボール箱にも指輪はたくさん入っているようなのだ。

「なあ征也、この偽ブランド品、さっさと金に換えちまおーぜ」

「バカ。一度に売ったら組にバレるだろうが」

「征也ってばワルー。組の商品くすねて、小遣いかせぎしちゃってさー」

「るせえぞ、ルイ。ま、バレたって、どうってことねえけどな。親父は俺には甘いから」

　そんな、征也たちの話が見えず、

「く、み……？」

　拾った単語を片言のようになぞる僕を、征也は、ふっ……と唇の端で嘲笑うと、ふうっと吸っていた煙草の煙を吐きかけた。

「せ、征也。うっ……ごほっ」

「おまえ、マジで俺が社長のご令息だって信じてたのか？　みんな知ってるぜ。鮫島建設は表の顔、その実体は広域暴力団・海龍かいりゅう 会、俺はそのボスの息子だってな。純真も、ここまでくりゃ、ただのバカだぜ。港」

「!!」

　だから。藤井も、征也に話しかけられたとき、妙にあわててたんだ……。

　ただただ、ぼうぜんとする僕の髪をつかんで、

「……うっ」

　酒臭い唇で噛みつくようなキスをした征也は、にやっと笑うと、僕をぽーんと三人組のほうへ放り投げた。

「あっ……」

「可愛がってやれよ。ガキみたいな顔してても、体はなかなかだぜ」

「うっひょー、それは楽しみ」

「たっぷり楽しませてちょーだいな、港ちゃん」

「うわ、すげぇ。エロいキスマーク、いっぱいつけちゃってさ」

「やっ、やめてっ……」

　胸といわず、お腹といわず、太ももといわず、伸びてきた六本の手に、傍若無人に体をまさぐられ、服をはぎとられる。

　胸に咲いていたアーモンドの花に、一人の唇が吸いついてきてっ……。

「やっ！」

　いや、この花を汚さないでっ。

「暴れるなってんだ、こいつっ」

「あっ……」

　殴られ、一瞬くらっとなったすきに、一気にジーパンを下ろされ、堅くつぼんだままのそこに、熱く怒張したものを押し当てられる。

「い……痛いっ」

「入んねーぞ、狭えな」

「おい、なにグズグズしてんだよ」

「はやく、はやくオレにもまわせよ」

　僕の体を押さえつけながら、荒い息を吐き、口々に言う三人の興奮しきった声に、征也の声が重なった。

「ったく。だらしねぇな、おまえら。俺が手本を見せてやる」

「や、やめて。征也……っ」

　ルイと戯れていた征也がルイから離れ、僕の上にのしかかってくる。

「うるせぇ、黙ってろ！」

「痛っ……」

　ほほを何度も張られ、下半身を大きく左右に開かれる。

「狭いのも一回なかで出しゃ、滑りがよくなってイイ感じになるぜ」

　情け容赦なく、一気に貫こうとされる。

　や……だ。

　やだ。

　やだ、やだ、やだ、やだっ。

　助、け、て。

　助けて。

　助けて！

（神父さま!!）

　その名前が心に浮かんだ瞬間、その笑顔が胸をよぎった瞬間、僕はなけなしの力をふりしぼり、自分の貞操を守っていた。ありったけの力を使い、相手の体を突き飛ばしていた。

「なんだこいつ、急に……おい、そっち行ったぞっ。逃がすなっ」

　征也の腕からのがれ、三人組をかわし、すきをねらって僕はマンションを飛び出した。

　そう、そうだよ。

　僕にさわっていいのは。

　僕が触れさせていいのは。

　僕が、愛してほしいのは。

　神父さまだけ。この世にたった一人、ミカエル神父だけ——!!

　だけど。

「……やっ、いやっ。はなして」

　必死にマンションを走り出て、神戸埠頭まで来たところで、僕は、追いかけてきた征也たちにつかまってしまった。

「静かにしろっ、このっ。手間かけさせやがって。沈めるぞ、おらぁっ」

「や、やだっ……んぐっ」

　乱暴に口をふさがれ、体を引きずられるようにして、連れもどされそうになる。

　手足をばたつかせ、頭を振り、必死で抵抗する僕の涙がにじむ目に……。

　車が。

　一台の車が。

　赤い、アルファロメオのオープンカー。

　運転しているのは、黒いサングラスをかけた、白いスーツの男の人。

　サングラスで瞳の色は見えないけれど。

（まさか）

　神父服じゃないけれど。

（まさか、まさか）

　金の髪。

　赤いピアス。

（まさか、まさか、まさか）

　胸にかけた、ルビーのロザリオ。

（神父さま……!!）

「港……！」

「神父さまっ……」

「港、手を伸ばせっ……」

　そのまま突っ込んできたアルファロメオは、風のように征也の腕から僕を奪い去った。

「せ、征也。だいじょうぶか」

「あ、ああ。……なんだ、てめぇは!?」

　すこし離れたところに車を止め、僕を残して車から降りた神父さまは、吠える征也と三人組に向き合った。サングラスをはずす。

「ふん、なんだ。丘の上教会の神父じゃねぇか」

　相手が同業者でもなんでもないとわかったとたん、征也はバカにしたように笑った。

　三人組もにやにやしながら、

「ンなカッコして、神父さまが真夜中のパーティーにでも行くのかよ？　神父なら神父らしく、おとなしくお祈りでもしてな……イッ!?」

　最後まで、神父さまは言わせなかった。

　振り上げた脚で、相手が吸っていた煙草をたたきおとすと、そのまま、相手の後ろの壁に鮮やかな靴跡をつけた。

「祈るのは、おまえだ」

「野郞……っ」

　背後から殴りかかった二人に、振り向きざま、連続でこぶしを入れると、そのすきに反撃に出ようとした最初のやつを、蹴りで伸した。

「うげっ……」

「だから、言っただろうが。祈っとけって」

「てめえ、なめたマネしやがって……！」

　仲間が次々とやられたのを見て、征也がナイフを取り出した。

（神父さま……！　危ない……！）

「俺を海龍会の鮫島征也と知ってのことか、アアッ！　神戸港に沈めるぞ、オラァッ！」

「ヤクザが怖くて……」

「ウッ」

　でも神父さまは、一瞬でナイフを持った征也の腕をねじりあげた。

「ヤクザが怖くて、神父がやってられるか。神さまってのはな、恐ろしいんだぜ？　ノアの大洪水で人類を滅ぼし、出エジプトのときは、海を割ってエジプト人を紅海に沈めた。沈めるなら、こっちが専門だ。おまえも沈んでみるか？　ん？」

「うぐっ…。てめえ覚えてろよ、このままじゃ……」

「ミッションの学生なら、聖書くらい読んどけ。ガキ」

　そのまま肘鉄をくらって倒れる瞬間の征也に、神父さまは、そう言い捨てた。
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「あ、あの、ありがとうございました」

　神父さまが運転する、アルファロメオのなか。

　僕は、おそるおそる、神父さまに声をかけた。

　あれからずっと神父さまは無言で、無表情で、なんだか怖い……んだ。

「手から血が。あ、さっきナイフで……」

「たいした怪我じゃない」

　答えてはくれたけれど、やっぱり無表情。抑揚のない声。

「港」

「は、はい」

　ふいに、沈黙をやぶって神父さまが僕を呼んだ。

「もういい」

「え？」

「もう、教会にもどらなくていい。借金は帳消し、おまえは自由だ。家に帰るなり、なんなり、好きにするといい」

「！」

　あ……。そんな……。

「あんな男のもとに走るくらい、私が嫌だったとはな……。まあそれも仕方ない、か。もともと、私の横恋慕だ……」

　そんな。

　そんな。

　やっぱり、怒ってるんだ。

　僕がばかなことをしたから。

　僕のせいで、怪我までさせてしまって。

　僕のせいで、僕のせいで……！

「ごめんなさいっ、神父さまっ」

「うわっ」

　がばっと神父さまの腕にすがって謝ると、アルファロメオはものすごいブレーキ音をたてて、海辺のガードレールのきっちり一センチ前で止まった。

「危なかった……。さっきの抗争よりヤバかったかも……」

「ご、ごめんなさいっ。ごめんなさいっ」

　

　




　僕は、また必死にくりかえした。

　そのうちに、なにを謝っているのか、なにを謝りたいのか、わからなくなってきて、なぜだか……ぽろぽろと涙がこぼれてきて、でもただ一つ、わかっていることは。

（教会にいたい……。神父さまのそばにいたい……）

「ごめんなさい、ごめんなさい。好きになってごめんなさい……。神父さまは、僕のことなんか、好きじゃないのに……」

「！」

「ごめんなさい。金貨をポケットに返して、ごめんなさい……」

「港」

「え？」

　自分の口からどんな言葉がこぼれているのか、途中で神父さまが金の瞳をみはったことにも気づかず、まだ謝りつづけていた僕は、呼ばれて、顔を上げた。

　すると目の前、微笑んだ神父さまが。

　やさしく僕に。

　キスを。

　した。

「……あ、どうして？」

　またやさしく唇が離れたあと、びっくりしすぎてぽかんと聞くと、神父さまは瞳で微笑って、

　僕のほほを、あたたかな大きな両手のなかに包み込んだ。

「聞いてなかった？　さっき、言っただろ？　横恋慕…、って」

「横恋慕？　じゃ、じゃあ、神父さまも僕のことを？　いつから……？」

「最初から。学校に通う港を見て……って、ほんとはもっと以前からなんだけどね……好きになったんだ。一目惚れだった」

「ほんと？　ほんとに……？」

「ああ。それから、港。金貨のことなら気にしなくていいよ」

「え？」

　いたずらっぽく、神父さまが笑う。

「私も同じことをしたから。考えてみて？　金貨は二十枚。港が私のもとへ来てから、十七日。たいてい、朝と晩と二回ヤッてた……ってのはロマンチックじゃないな……二回わたしてただろ？　ふつうなら、とっくに金貨はなくなってるよ」

「あ……」

「港にそばにいてほしくて、一度わたした金貨を、また港の懐から失敬したんだ。こんなことを言ったら、またまた港に怒られるかな？」

「怒りません……。神父さまなら、許します……。神父さまだったら、なにをしたって……なにをされたっていい……」

　思いがけない、神父さまの告白を聞いているうちに。

　大好きな、神父さまの明るいラテンのノリの声を聞いているうちに。

　僕の小さな胸は幸せでいっぱいになって……あふれるように、ぽろり、とまたもや思ったままの想いがこぼれでた。

　神父さまは苦笑し、それから、淡いロマンチックな微笑みを浮かべると、そっと……、僕の唇を甘い吐息でふさいだ。




「じゃあ、まず、この罪な殺し文句をはく可愛い唇を食べさせておくれ？　港……」




　　　　　◇◇◇




「港、港……」

「神父さま、あっ……、神父さま」

　神父さまの部屋のベッドの上。

　やわらかな純白の羽毛布団にくるまれて。

　あたたかな神父さまの両腕に包まれて。

　夢中で、そのひとの名前を呼ぶ。

　夢見心地で、そのひとからキスをもらう。




（ぁっ……？）

　さっき、丘の上教会にもどってきたとき。

　いきなり、ふわっと神父さまに横抱きに抱き上げられた。

（え、神父さま……？）

　びっくりして、腕のなかから見上げる僕に降ってきた、やさしい声。やさしい笑顔。

（だって、両想いになって初めて家に入るときは、やっぱりお嫁さん抱っこだろう？）

（お嫁さんっ……）

　抱っこ……。

　お嫁さん、で、ぽっとほほが赤くなり、抱っこ、まで来たときには、うれしくて恥ずかしくてぽっぽっと顔中が燃えてきた。

　そんな僕を胸に抱き、神父さまは、まるで新居に初めて入る花婿さんのように、一歩、一歩、教会の白い階段を上っていったのだけれど……。

「港、ん……」

「神父さま、ん……」

　甘い神父さまのキスをもらい、僕も甘くキスのお返しをする。

「んっ……」

「んっんっ……ぁ、神父さま」

　夢のような気持ちで、相手の白いスーツの背に腕をまわそうとしたら、

「え？」

　反対にその手を取られ、きょとんとなって目をみはる。

　神父さまは、僕のほほをあたたかな手で包むと、

「キス……セックスは、ちゃんと服を脱いでするものだよ？　港。これは、いままで服を着たままだった私に、責任があるんだけれど。おたがいに生まれたままの姿になって、肌と肌で感じあいぬくもりを確かめあって、愛を深めるものなんだ」

「神父さま…、どうして、服を着たまんまだったんですか？」

　たずねると、いつくしむように僕のほほを両手のなかに包み込みながら、

「お金とひきかえのセックスで感じたら、港は辛いだろう？　だから着衣のまま、わざと乱暴に抱いたんだ。港が罪悪感に苦しむよりは、私が憎まれたほうが、ずっといいから……」

「あ……、神父さま……」

　またもや思いがけないやさしい告白に、胸がいっぱいになる。

　そんな僕のシャツのボタンを、神父さまの美しい男らしい指がはずしていく。

　一個、二個。

　ぷちっ、ぷちっ。

　そのたび、とくん、とくん、とハートも鳴る。

　はずしおわった神父さまは、そっと……、僕の腕からシャツのそでを抜き去って。

　僕の上半身が、生まれたままの姿になる。

　とくん、とくん、とくん。

「あ……」

　今度は、ジーパンに手がかかる。

　チィ……ッ、とジッパーを下げる音。

　下ろされるジーパンが肌を擦っていく、感触。

　きゅっと目をつむっていると、どれもこれも、とてもリアルに、そしてドラマチックに感じられてっ……。

　とくん、とくん、とくん、とくんっ。

　……やがて。

　すっかり僕を生まれたての姿にした神父さまは、僕に微笑みかけながら、今度は自分の服に手をかけた。

　あらわになっていく、筋肉をまとった、たくましい、それでいて美しい……、まるでギリシアの太陽神アポロンのような、大天使聖ミカエルのような、輝く裸身。

「港……」

「あ……」

　神父さまは、ゆっくりと、その天使さまのように優美な腕で僕を抱きしめ、その神さまのように雄々しい胸のなかに僕を抱き込んだ。

「神父さま、ん……」

　もう一度、キス。

「んう……」

　神父さまの唇は、しっとりと僕の唇をふさぎ。

「ん……、ん……」

　やわらかく、甘く、僕の唇を吸い。

「あっ……？」

　それから、そっと、唇を割って入ってきた舌は。

「んっ……、んふっ……、ぁふ……」

　僕の小さな舌を追いかけ、やさしくつかまえ、甘々と絡みつく。

　僕もきゅうっと相手の体にしがみついて、夢中で舌で舌を求める……と。

　あ？

　唇も、ほほも、みんな熱いけれど、合わさった胸はもっと熱くて、重なったハートとハートがどくんどくん……と響きあうたび、好きだ好きだ……って伝えあってるように聞こえるよ？

　これが、肌と肌で感じるってこと？

　愛が深まるってこと？

「港……」

「あ……、んっ……」

　神父さまの甘い唇が、ほほに吸いつく。

　何度もキスを贈りながら唇は、そのまま下へ。

　うなじ、鎖骨のくぼみ、胸……。

「ぁふっ」

　胸のピンクの突起を、ちゅっと吸う。

　それから神父さまは、舌先でちろちろと舐めたり、上下の唇にはさんでころころと転がすようにしたり。

「あっ……ふ、はっ……ふ」

　そうしながら、もう片っぽは、きれいな指でくりくり揉んで。

　ちょっとつまんで、指先でくすぐって撫でて擦って。

「あっあっ、神父っ……さま」

　神父さまの甘い、愛情たっぷりの愛撫をうけ、僕の胸も、ハートも、溶けそうになる。幸せにとろけそうになる。

　声も、甘ぁくとろけていって……。

「……ん、あ……ん、あん」

「港……」

「あっ？」

　神父さまが、そんな僕の体を横抱きにする。

　強く抱きしめて、そのまま肩に、うなじに、熱いキスの雨を降らせてくる。

「ぁっ、あ……、ぁっ……ん」

　僕の体を裏返しにして、背骨の上のくぼみに濡れた唇をつける。

「はっ……ん」

　やっ……、ここ、感じるぅ。

　背後から力強い腕でかき抱き、指で僕の胸の突起を愛撫し続けながら、背中中にキッスの嵐を贈る。

　ちゅっちゅっと一面に口づけ、くぼみを尖らせた舌先でたどり、ときおり止まって、ちゅうっとキツク吸いあげて。

「ぁっぁっあっ……ん」

　そうしながら、だんだん唇を下げていって、同時に、指も胸からお腹へさわさわと滑り降りて淡い茂みのなかへ……！

「あっ……ん、はっ……ん、はふっ……」

　力強い、情熱たっぷりの神父さまの愛撫に、なすがままに、ぴくんぴくんっと体をはねあげ、甘い声をあげていた僕だったけれど。

　い……くら、なんでも。

　あんあん言いすぎ？

　はしたなすぎ？

　そう思うと、顔がかぁっと赤くなった。

「んっ…、ぁっ……、……っ」

「港？」

　必死に声を殺す僕に、神父さまが呼びかけ、やさしく聞く。

「どうした？　ん……？　気持ちよくない？」

「ううん、ううん……っ。気持ちよすぎて……っ。だけど、恥ずかしい……。キスだけで、こんなに感じてしまって……」

　夢中で答えた「気持ちよすぎて」という言葉に、また、かぁっと顔がトマトみたいに真っ赤になる僕の髪を撫でると、神父さまはやさしく語りかけた。

「まえに言っただろう……？　いっぱい気持ちよくなれるのは、神さまに愛されている証拠。港は神さまにも、そして私にも、いっぱい、いっぱい、愛されているんだよ？」

「あ……」

　愛されている……。

　その言葉がたとえようもなくうれしくて、今度は、ほほをトマト色でなくバラ色に染める僕に神父さまがたずねる。

「港も、私を愛してくれている？」

「あ……はい、はいっ。愛していますっ。愛しています、愛してます、神父さま！」

　顔を輝かせてうなずく僕を、とろけそうな、ハートの奥まで心のなかまでとろかされてしまいそうな蜜の色を、その黄金の瞳に浮かべて見つめると、神父さまは、僕を胸のなかに抱き込み、抱きしめた。

「愛してるよ、私の港……」

「神父さま……」

　神父さまの大きな、愛しい手が、下に滑る。

　太ももをやさしく撫で、僕自身…に羽のように触れる。

「あっ……」

　そのまま、やわらかく手のひらににぎりこむ。

「は……ぁ」

　甘く指を絡めて愛撫しはじめる。

「ぁん、ぁん、ぁっ……ん」

（愛されてる、愛されてる……）

　なんだか、神父さまの手から愛が、あたたかい手から熱い愛が、僕のそこに流れ込んでくる気がして……！

「ぁっ…ぁああーっ」

　僕も、僕の愛の証の滴をいっぱい、あふれさせていた。

「……はぁはぁ」

　ぽわんとほほを上気させたまま、大きく肩で息をついていると、

「もっと、感じさせてあげる」

　そう言って、神父さまが僕のそれにちゅっとキスした。

　そのまま口に含む。

「やっ」

　だめ。

　汚いっ……から。

　恥ずかしい思いよりすまない気持ちが先にたち、金髪の頭に手を置いて必死につっぱねながら、いやいやと首を振る僕に、神父さまのやさしい声。

「どうして？　汚くなんかないよ。愛しい港の体だもの。みんな、愛しい……。みんな、きれいだよ……」

　その言葉で、心がずんっと感じてしまって。

「あっ……、神父さま……」

　そんな僕の息子に、神父さまが口づける。

「んっ……」

　あやすように、ちゅぷちゅぷと口に出し入れする。

「んっんっ……」

　ちろちろと、先っぽのくぼみを舐める。

　可愛くてたまらない、というふうにディープなキスをする。

「んんふっ……、はぁっ、ああぁーんっ」

　僕は、またいっぱい、愛液をあふれさせた。

「……たくさん、出たね。うん、港の味がする」
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　神父さまが微笑って、ぺろり、と唇についた僕の滴を舐めとった。

（！）

　かああっ。

　と、顔が燃えた。それを見て。

　こ、これは、いくらなんでも恥ずかしすぎ？

　すると、いままでのすべてがすごくエッチで、自分がとてつもなく淫らな気がしてきて、いたたまれない気分になってきて。

　耳まで真っ赤になりながら、伏せがちで逸らせぎみの目を、どうしよう……という感じにしばたたいていると、神父さまが明るく言った。

「港ってば、可愛すぎ！　まるで、ゆでダコさんだね。でも、だめだよ？　私以外の男の前で、そんな罪な顔をしたら？」

「しません……。だって、僕は神父さまのものだもの……。神父さまだけのものだもの……」

　たぶん脳みそまでゆでダコさんになっちゃって、なにも考えられないまま、ぽろりと漏らすと神父さまは「うっ」とつまった。

「港の緊張をほぐすための、軽い冗談だったんだけど。殺し文句で切り返されてしまった、か。本当に殺されそう……というか、マジでヤバい状態に……」

「？」

　意味がわからなくて、まだ赤い顔のまんま、小首をかしげると、

「いいんだよ。わからなくて。わからない無垢な港だから、いいんだ。可愛いよ、港……。好きだよ、港……」

「神父さま……」

　まだちょっと恥ずかしかったけれど、恥ずかしいという気持ちは、「好き」という魔法の言葉には勝てなくて。

　うれしさに染まるほほに、神父さまが口づける。

　それから、唇に。

「ん……」

「んっ……、港……」

「んっんっ……、神父さま……」

　あ？

　抱きあい、ハートとハートが重なりあい、それとそれも重なりあったとき、わかった。

　神父さまの、こんなに大きく……。

　そっか、さっきのヤバい状態って……。

「港？」

　唇を離し、神父さまの脚の間にかがみこんだ僕に、神父さまが首をかしげた。

「どうしたんだ？」

「今度は僕がしま……す」

「えっ！　って、ちょ、ちょっと、港」

　神父さまはあわてきった様子で、僕の頭を押しもどそうとした。

「い、いいからっ。そんなことしなくて、いいからっ」

「しま……す。したいんで……す。だって、僕を想ってこんなに大っきくなってるんなら、これは、僕のものだもの……」

　ぽろりと漏らすと、神父さまはぎょっとしたように目をみはり、再度、

「うっ」

　と、つまった。

「ふたたび殺し文句攻撃、か。あ……、もう究極ヤバいかもしんない……」

「？」

　イタリアンなオーバーアクションで天を仰ぐ神父さまを尻目に、あらためて、神父さまのそれと向き合ってみると。

　……ごくっ。

　いまさらながら、大っきい。

　僕のと、ぜんぜん違う。

　なんだかちょっと怖くなって、おそるおそる……、ちろっと舐めてみる。

　こわごわ……、先っぽだけ口に入れてみる。

　でも、このあと、どうしよう……？

　ちょっぴり不安気な瞳で見上げると、神父さまは、やさしい瞳で僕を見下ろしていて。

　やさしく、僕の髪を撫でてくれて。

「いいんだよ？　港のしたいように、してごらん……？」

　僕はどこかご主人さまに撫でてもらった子猫のように安心した気持ちになり、元気がでてきてもう一度、チャレンジしてみることにした。

　さっき、神父さまがしてくれたみたいに、

「んっんっ……」

　口に出し入れして愛撫して。

「んーっ……」

　ちゅっとキスして。

　それで、どんどん大きくなってくると、

（僕ので感じてくれてる……！　僕を愛してくれてる……）

　と、すごくうれしくなって、ますます一生懸命に。

「んっんっんっ……。う？」

　でも。

　大きくなりすぎると、口に入りきらなくなる。苦しくなる。

「んっんっんっんっ……」

　でもでも、ちゃんと最後までっ……。

「……あっ、神父さま？」

　神父さまは、そんな僕をやさしい腕で抱き起こすと、僕の腰に両腕をまわして、自分の脚の間にすわらせた。

「もういいよ。もう、じゅうぶんだよ。港」

「まだっ……です、まだできますっ、まだやりたい。僕、僕……」

　ちゃんとしたくて、してあげたくて、でも上手くできないのが歯がゆくて、途中で止められたのもすごく悔しくて、ぽろりっ……と涙が出そうになる僕に、神父さまは美しく微笑みかけると、言った。

「違うよ。もうイキそうだから。イクなら……愛する港のなかがいいから」

「！」

　なか、が。

　なかがいい。

　なかがいい。

　それは、ずっと、ずっと……待っていた言葉。

「あ……」

「港……」

「神父さま……」

　神父さまがもう一度、僕にキスし、僕をやさしくベッドの上に横たえる。僕を抱きしめ、手を僕のバックにまわしてくる。

「あっ……」

　つぷっ……、と指が僕のそこに触れる。

　僕のそこは、ぴりっと電気が走ったみたいになって、切ないくらいに感じてる。

「ん……ん……、ふっ……」

　やわらかく周囲を撫でる、手。入り口をくすぐるように愛撫する、指。やがて、そっと指が僕のそこに入ってくる……。それだけで。

　たったそれだけで、僕の心は、バラ色に染まりはじめて。

「いいかい？　港、いくよ……」

　こくこくと夢中でうなずく僕のなかに、

「……あっ」

　愛しく脈動する神父さま自身が入ってくると。

　僕の心は、ハートは、バラ色に染まりきって。幸せに輝いて。

　ここにいる、ここにいる。神父さまが僕のなかに、いる……！

「動くよ？　港……」

「はい。はい。はい、神父さま……」

　神父さまがゆっくりと腰を動かしはじめると、今度は体まで、もう体も心もハートも、みんなみんなみんな、幸せ色にはじけて……！

「あっ……、神父さま神父さまっ」

「港、港」

　神父さまの律動がクレッシェンドしてくる。強くっ……でもやさしく。激しくっ……だけど甘く。クレッシェンド、クレッシェンド、クレッシェンド。

（あっあっ……、神父さま神父さま神父さまっ）

（港、港、港）

　夢中で重ねあった唇から伝わってくる、声。

（どうっ……して、どうして、一度も僕のなかでイッてくれなかったんですか？）

（港は貞操観念が強いから。曲がりなりにも恋人がいるのに、ほかの男になかでイカれたら、辛いだろう……？　それに……。なかでイクのは両想いになってから、愛しあってからにしたかった。というのは、私のエゴだな。そのせいで哀しい思いをさせたのなら、すまない、港……）

（いい……え、いいえ、いいえ、あっ……、愛しています、神父さま……）

（港っ……）

（神父さまっ……）

　そのやさしい告白に、その愛しい真実に、今度こそ僕の魂も心もハートも体も、みんなみんなみんなみんな、はじけてスパークして……!!

（港、港、港っ……）

（神父さま、神父さま、神父さまっ……）

（港っ…………うっ）

（あっ……ああああーっ）

　その瞬間。

　僕の身のうちに放たれた熱い愛の奔流は、あたたかく僕のなかに広がり、やさしく僕を満たし潤し、それから甘く……いやして、酔わせていった。

　まるで。

　まるで、そう、聖なる赤ワインのように。







「………………ぁ」

　目が覚めると、僕は神父さまに腕枕をされていて。

　神父さまはやさしい瞳で僕の寝顔を見つめていた。

「港……」

　そっと、僕の前髪を上げ。

　おでこに、リトルキス。

「素敵だったよ、港……」

　素、敵？

　素敵？

　素敵。

『ぽろ……り』

　とつぜん、僕の目からこぼれた涙に、神父さまがあわてた。

「ど、どうしたんだ、港？　いったい」

「だって、素敵っていうのはプレイボーイの常套句だって……。口先だけなんだって、まえにテレビ番組で……」

「なにを言い出すかと思えば……」

　神父さまはほっとしたように息をつき、自分が言った「プレイボーイ、口先だけ」でますますぽろっ……ときそうな僕を、広い男らしい胸のなかに抱き込んだ。

「素敵だと心から思ったから、そう言ったんだよ？」

「うそ……。ほんと……？」

「ほんと」

「ほんとにほんと……？」

「ほんとにほんと。あまり私の寿命を縮めないでおくれ？　港の涙は心臓に悪い」

「神父さま……」

　ちょっぴりほほがピンクに染まり、うれしくなって、元気もでてきたところで、でもやっぱり気になるので、聞いてみる。

「神父さま……、ほんとに恋人とかいなかったんですか？」

「ここ数年来、だれとも寝てないよ。いまは港だけが恋人だし、ね」

「恋人……」

　ぽっ、とほほのピンクが濃くなる。

「たしかに、男子学生相手に、よろず恋愛相談みたいなことはやってたけど、だれにも手を出したりしていないよ」

　なぜか……、すなおに信じられた。

　なんでかな？

　愛の力？　体のうちに宿る聖なるワインのせい？

　そう思うと、ワインを宿す自分の体がなんだか愛しくなってきて、きゅっと小さく自分で自分を抱きしめてみた。そんな僕に、神父さまが続ける。

「かりそめに愛するな、心から愛せる者に出会ったなら力いっぱい愛せ……ナザレア神父の教えだからね」

「ナザレア神父？」

「私の恩人。私を神父にしてくれた人だ……」

　ミカエル神父のお師匠さま？

　修行じゃ、修行じゃぞ、ミカエル、とか言ったりして？

　白いおひげをいっぱい生やした怖そうな老ナザレア神父と、ミカエル少年を想像して、ふふっと心のなかで笑っていた僕は、そのとき、遠い日々を思うミカエル神父の目に、ふと……愛しみと哀しみの影がさしたのを見逃した。

「人生を愛する者は人生に愛される、とナザレアは言っていた……。だから、人生を愛し、人を愛し、たくさん笑って、たくさん食べて……」

　ちょうど神父さまがそう言ったとき、

『くう～っ』

　僕のお腹が、おまぬけに鳴った。

　神父さまは一瞬あぜんとした表情になり、それから、

「あ……ははっ」

　明るい声をたてて笑った。

　あ！　僕の好きな、いっとう大好きな、笑顔だ。

　くすくすと笑いながら、すっかり明るいラテンのノリをとりもどした神父さまが、ぽんぽんと僕の頭をたたく。

「けっこう、けっこう。お腹がすくのは、生きてる証拠。港は見かけはオーロラの女神みたいにはかなげなのに、よく食べて、よく飲んで、よく笑って。うん、人生に愛されてる」

　神父さまは、たくましい裸体に、ベッドわきの椅子にかけてあった白い祭服をガウンがわりにはおり、そのままベッドを降りた。

「そんな港のために、朝食……ってもうお昼だけど……をつくるとしようか」

「わぁ。また地中海料理ですか？」

　僕は、ぱぁっと顔を輝かせた。

「お望みなら、アフリカ料理でも、南米料理でも」

「すごい。レパートリー、広いんですね」

「あちこち布教してまわったからね。愛車のアルファロメオＲＺで」

「そ、そういえば、あの表のオープンカー、神父さまのだったんですね……」

「かなりボロボロだろ？　あれで戦乱地区も走ったから」

「戦乱地区っ？　それで強くなったとか？」

「ふふ、まぁね」

　神父さまで、元カリスマホストで、料理の鉄人で、ファイター？

　聞けば聞くほど、謎が深まっていくのだけれど、

（でも、いいんだ）

　僕は、ふっ……と微笑んだ。

（神父さまは神父さま。神父さまがいて僕がいる。それだけで、いいんだ）

　ふと見ると、庭のアーモンドの木から、ちらちら……きらきら、美しく光がこぼれている。

　実がなったら、いっしょに収穫するんだよ。

　いっしょに収穫できるんだよ。

　ここに、ずっとここに、いていいんだよ……？

「おーい、港。できたよ、おいでー」

　キッチンから僕を呼ぶ、神父さまの明るい愛しい声がする。

「はい、いま行きまーす。神父さまー」

　僕も、明るく幸せいっぱいの思いを込めて返事をして――。

　僕と神父さまの、新しい日々が始まる。
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「ぁ……、神父さま……」

「港……」

　神父さまが、セクシィな唇で僕の唇を吸う。

　吸いあげる。

「んんっ……ふっ」

　甘々と舐めて。

　味わって。

　また、情感たっぷりに重ねて。

「ぁっ……」

　僕の唇のすきまから、ぬるりっ……と舌を潜り込ませ。

　僕の小さな舌を探し、見つけ、

「んんんぅ……、ふっ……」

　ねっとりと絡める。

　甘噛みする。

　舌で口中をひっかきまわす。

「んんんっ……、んんふっ……、ぁ、神父さまっ」

　ほほが熱い。唇が燃える。頭もぽわんっ……となって、おもわず、目の前のたくましい神父さまの体に、きゅうっ……と両腕でしがみつく。

「可愛いよ、港、私の港……」

「神父さま、あ、神父さま……」

　神父さまのひざに抱き取られ、向かい合うかっこうで抱きつく姿は、まるでコアラ。

　そんな僕の、今度は胸を、神父さまが吸う。

「あんっ……」

　小さなピンクの突起に、ちゅっとキスして。

　ちゅうっとキツク吸いあげて。

　尖らせた舌先で、ころころと転がし。

　ちゅぷちゅぷとキャンデーのように舐め。

「はぁっ……、あっあっあっ……、あふぅっ……」

　すぐにまた火がつく僕の小さな胸は唇にまかせ、僕の背中を抱いていた神父さまの白い手が、つぅ……っ、と背骨にそって滑り降りる。

　終点の桃色の蕾を、つぷ……っ、と押す。

　すぐ、そこにも愛撫が始まって！

「あっ、あんあんっ、ダメッ……。そんなにいっぺんにしたらっ……。いっぱいに……」

　体も、心も、神父さまでいっぱいになっちゃう……っ。

　神父さまは、そんな僕の上気しきった顔と潤みきった瞳をのぞきこむと、ゴールドの瞳でセクシィに微笑った。

「このくらいで、音をあげたらダメだろう……？　港の大好きなこれが、まだだよ……？」

　これ、で僕の手を取って、大きくなっている神父さま自身に軽くタッチさせる。

　僕の大好きな、これ……。

　ぽわんとしてた脳みそに意味が染みてきて、かぁぁっと顔が燃える。

「そ……んな、恥ずかしいこと言う……なんて、神父さま、イジワルだ……」

　もうこれ以上赤くなりようがない顔を伏せ、とぎれとぎれにつぶやくと、神父さまは驚いて、あわてた様子で言った。

「す、すまない、港。そんなにまじめにとるなんて。港の恥ずかしがる可愛い顔が見たかっただけなんだ。ほら、言うだろう？　好きな子ほどイジメてしまう、って。好きだよ……、港……」

「神父さま……」

　好き、という魔法の言葉。

　耳をくすぐる甘く、やさしい声。

　たったそれだけで、また心が淡いピンクに染まってくる。

　そんな僕を胸に抱きしめ、神父さまが愛撫を再開する。

　蕾の周辺を、くすぐるように撫でて。

　蕾に、そっと指をさしこんで。

「んっ、んふ……、あふ……」

　神父さまのなすがままに、小さな甘い声をあげていた僕だったけれど、

（あ？）

　ふと、目の前にある、神父さまの乳首が気になった。

　ちゅっとキスすると、

「えっ」

　神父さまがびっくりした。

「み、港？」

「だって、僕はいつも気持ちいいから。とろとろに胸がとろけそうなくらい。あ……、神父さまは気持ちよくなかった……ですか？」

　心配になって聞くと、神父さまはちょっと目をみはり、それから、その金の蜜の色をした瞳に愛しくてたまらない……という色を浮かべ、僕を力強く甘く腕に抱きしめた。

「気持ちよくないはずないだろう……？　愛しい港がしてくれるんだから。また可愛い殺し文句を聞かせてもらったし、ね。感じたよ」

「殺し文句？」

　首をかしげる、僕。

　まあ……いいや。感じてはくれたみたいだから。

　神父さまが、また僕の蕾を愛撫しはじめる。

　僕は、神父さまの乳首にキスする。

　神父さまが桃色の蕾をくちゅくちゅと弄ると、僕は桜色の乳首をちゅぷちゅぷと吸う。

　だけど、

「いい？　入れるよ、港……」

「神父さま……あっ」

　僕のそこに神父さま自身が入ってくると。

「港、港……」

「あっあっ……、あんっ……」

　そして、熱く僕のなかを掻きまわしはじめると。

　僕の神経はそっちに集中して、神父さまを感じることで精一杯になって。

　とても、乳首にかまってはいられなくなって。

「あんっ、あっ、あっあっ……神父さまつ」

　夢中で、乳首を離し呼んだ僕の唇を、

「んっ……」

　神父さまの濡れた唇がふさぐ。

「んんっ……、んんふっ……」

　上の口にも神父さま。下の口にも神父さま。どっちの神父さまも魅力的で、情熱的で。僕は、僕は……！

「んんんっ……んんぅーっ」

　その瞬間。

　神父さまからあふれた愛液は僕のなかに、僕からあふれた「好き」という愛の言葉は、つながった唇から響きとなって神父さまのなかに、のみこまれ、甘く……広がっていった。







「……ぁ？」

　ちょっとの失神から気づくと、僕は、いつものように神父さまに腕枕されていた。

「神父さま……」

「港……」

　もう一度、甘ぁい、キス。

　神父さまの右目の泣きぼくろにもキスすると、神父さまがびくっとした。

「み、港？」

「こういうほくろって感じるって、聞いたから。さっきは途中でやめちゃったから。気持ちいいですか？　神父さま」

「もちろん……。でも、そんなことを言う港の可愛さに、いちばん感じるよ。まだまだ離したくなくなってきた。弱ったな、出かけなきゃならないのに……」

　にこっと笑って聞いた僕に、まいったようにつぶやく神父さまの声を聞きながら、僕は、この四ヵ月あまりのことを思ってみた。

　いまは、もう秋。

　僕は、この丘の上教会で、愛する神父さまといっしょに暮らしている。

　ふたりでご飯をつくり、ふたりでご飯を食べ、ここから大学に通って、休日には神父さまの愛車のアルファロメオでお出かけして。アーモンドの収穫祭もした。

　日曜日には、神父さまのミサのお手伝いもする。

　神父さまは、僕の聖歌を歌う声が好きだ、って。

　でも僕は、神父さまの声が好き。

　低く甘い、胸に染みわたってハートを酔わせるワインのような……、極上のバリトン……。

（グローリア　イン　エクシェルシス　デオ）

（え？　ラテン語聖歌？　神父さま）

（子供のころ習わされたからね、はは……）

　神父さま、そう笑ってたっけ。グローリア（栄光の賛歌）を歌ったとき。

　でも習わされた？　ラテン語を？

　まるで貴族か、王子さまみたいな話……。

「あれ？」

　そこで回想の世界からもどってきた僕は、きょとんと目をみはった。

　いつのまにか、神父さまはベッドを降り、服を着ていたんだけれど。

　それが、白いオートクチュールっぽいスーツだったんだ。

　なかのシルクシャツは深紅。胸元を大きく開けている。ゴールドのジュエリーをじゃらじゃら、つけて。いつもナチュラルな髪は、ムースでセットして。

　うっ、すごくかっこいい！　……そして、ものすごくセクシィ。

　わっわっ、どうしよ。目が離せないよ。

　見慣れない、あだっぽい俗服姿の神父さまに、恋する視線をくぎづけにしていると、その神父さまが言った。

「じゃあ、行ってくるね。港」

「え？　どこへ？」

「クール・ド・レーヴ……って、さっき話したの、聞いてなかった？」

　さ、さっきは、神父さまの美声（回想）に、恋する耳がくぎづけに。

　とか心のなかで言い訳する僕に、神父さまがもう一度語ったところによると、今夜はクール・ド・レーヴに特別なお客さまが見えるので応援に来てほしい、と鬼頭オーナーから要請があったそうだ。

　神父さまが意味ありげに、にやり……と笑う。

「そのお客さまというのは私の古いなじみで、ね」

「なじみ？」

　あ、神父さまのホスト時代の？

「私が新米ホストだったころから、毎晩、指名してくれた」

「ま、毎晩？」

　じゃ、その女の人、通いづめだったの？

「ドンペリを入れて、リシャールを入れて、ブランド時計を買ってくれて。私を愛してくれた。私も彼女を愛していた」

「あ、愛してっ？」

「これが、彼女の誕生日に撮ったふたりの写真だ!!」

「み、見たくないっ。見たくないっ」

　ぎゅっとつぶった目のすきまから、でものぞいてしまうと、

「……あれ？」

　写っていたのは、七十歳くらいのおばあさん、だった。

　神父さまが、金の瞳にいたずら猫のような光を浮かべ、言い直す。

「彼女の古希こきの祝いにいっしょに写した写真だ。私を孫のように愛してくれて、私も祖母のように愛していた。とある企業グループの、名誉会長さんだよ」

「……よかった」

「え？」

　ぽつりとつぶやいた僕に、神父さまが僕の口元を見つめた。

　だって……。

「だって、昔のことでも、神父さま、愛してた……って。僕、胸がつぶれちゃいそうになって……。だからよかった。ほんとに、よかった……」

「港、おまえってやつは……」

　ほほを淡い桜色に染め、つぶやきつづける僕を、神父さまがまじまじと見つめる。

「『からかったんですね、神父さまーっ』と可愛く怒る姿を予想していたんだが……。港はいつも私の想像外の反応をする。港の無垢な、まっしろな心に触れると、私も清められて、きれいになる気がするよ？　港……」

「神父さま……」

　僕を抱きしめ、心配りのキスをくれる。

　そして、

「じゃあ、行ってくるから。戸締まりはきちんとして……港？」

　行こうとした神父さまの手を、僕はくいくいっと引っぱった。

「あの……、僕もいっしょに行っちゃだめですか？」

「ん？　私が浮気しないか、やっぱり心配？」

「あ、いいえいいえっ。ていうか、神父さまのかっこいいホスト姿、見てみたい……」

　目を輝かせておねだりすると、神父さまはしばし絶句し、それからつぶやいた。

「純真無垢なれど、好奇心強し、か。新たな港の発見だな」







「いらっしゃいませ！」

「いらっしゃいませ！」

「ようこそ、クール・ド・レーヴへ！」

「……わっ」

　おしゃれなドアを入ったとたん、手を取られ、甲にキスされそうになる。

　——しばしのち。

　僕と神父さまは、旧居留地の高級ホストクラブ、クール・ド・レーヴにいた。

　初めて知ったのだけれど、クール・ド・レーヴとは「夢の宮廷」という意味で、ここではお客さまは宮廷の貴婦人、あいさつとして手の甲にキスするのだそうだ。

　ん？　じゃ僕、女の子と間違えられちゃった？

「ミカエルさん。おひさしぶりです」

　ナンバーワンホストの竜樹さんが、　オートクチュールのスーツで出迎える。

「ひさしぶりだな、竜樹。立派になったな」

「ミカエルさんから譲り受けたナンバーワンの座を、汚すわけにはいきませんから」

「いい心がけだ。それでこそ、私も譲りがいがある」

　な、なんか。

　どっちもかっこいい。セクシィ。

　すごく麗しいツーショットだぁ。

　美麗な夜の男の谷間で、きょろきょろと目を左右に動かしていると、

「……よぉ、港。あいかわらず、可愛いじゃねーか」

　とつぜん、がばっと背後から羽交い締めにされた。

　黒のスーツにゴールドジュエリーじゃらじゃらの、ちょいワル系ホストの鷹矢さんだ。

「た、鷹矢さん」

「せっかく来たんだ。ボーイでもやってくか？　あん？」

「ボ、ボーイ？」

「つまみ運んで、酒つくって……でグラス割ったら給料で弁償、てめぇの場合はその体で払ってもらうって寸法だっ」

「きゃーっ」

　途中から加速して一気にしゃべった鷹矢さんのド迫力に悲鳴をあげていると、神父さまが、ゆっくりと鷹矢さんの腕を解き、またゆっくりと僕を自分の腕のなかに囲い込んだ。

「そのくらいにしとけ、鷹矢。港がこわがってる」

「お言葉ですが、可愛いウサギを狩るのはライオンの本能なんでね」

「本能、か。なら、自分のウサギに手を出されたライオンが、相手のライオンを噛み殺すのも、また本能だよな？」

　肉薄な唇の端をつりあげ、危なく艶っぽく微笑いながら、相手を威嚇する神父さまに、ハートがどきっと鳴った。

　どき、どき、どき。
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　な、なんか、エロかっこいい？　ワルかっこいい？

　いつものやさしい神父さまも好きだけど、この危ないホストバージョンの神父さまにも、ときめいちゃう……♡

「だけど神父さまって……、竜樹さんと鷹矢さんを足して二で割ったみたいですね」

　そう言うと、神父さまが心外といった顔をした。

「逆だ。竜樹と鷹矢が、私のスマート系とワル系の顔を分けて、まねたんだ」

　昔、駆け出しの新米ホストだった竜樹さんと鷹矢さんにとって、「ナンバーワンのカリスマホスト、ミカエル」は雲の上の存在だったらしい。

「よく、鏡の前で、ミカエルさんの表情づくりの研究をしたよな。鷹矢」

「ああ、竜樹。ミカエルさんは憧れの人だったもんな。……というか、いまでも勝てる気がしねぇ。ミカエルさんのウサギに手え出す根性はねぇよ。……っていうか、港、ミカエルさんのモンになっちまったのかよ〜」

　鷹矢さんがイタリアンなオーバーアクションで天を仰いでいるところへ、鬼頭オーナーが登場した。

「ミカエル。わざわざ、すまなかったな」

「いいえ。鬼頭さんの頼みでしたら」

「会長は、引退して郷里へ帰られるそうだ。今夜が最後ということで」

　話しこむ二人をながめながら僕は、ふう、と息をついた。

　やっぱりかっこいいな、鬼頭さん。

　竜樹さんも鷹矢さんもランク高いけど、また別格っていうか。

　オーラがある、っていうか。

　グレーの瞳にすごく目力がある？

　そして、そのセレブのおばあさんの接待自体は、スムーズに進んだ。

　会長さんは、にこにこと神父さまと昔話に花を咲かせ、にこにこと鬼頭さんがつくったお酒を飲み、にこにこと従業員全員に御祝儀をくれ、またにこにこと帰っていった。

「……会えてうれしかったわ。さようなら、ミカエル。幸せにね」

　帰りぎわに聞いた声は、笑顔と同じように、やさしかった。

　いいひとだな。

　ホストに「幸せに」と言えるひと。

　それから僕は、鬼頭さんと神父さまが会長さんのリムジンを見送っている間に、テーブルを片づけたのだけれど（グラス運びは割っちゃいそうなんで。片すほうだけ。苦笑）、そのとき、

「あれ？」

　テーブルの上にハンカチを見つけたんだ。

　これ、たしか鬼頭さんの……。

　神父さまに聞くと、鬼頭さんは二階の事務所に直接もどったというので、僕は届けに行った。

「……あの、すいません。テーブルに忘れ物が」

　ノックすると同時に、ドアを開けた僕は、

「！　あ……」

　息を呑んだ。

　鬼。

　片目がつぶれた、鬼。般若。

　……が、月光に照らされた鬼頭さんの背中に見えたような気がしたんだ。

　鬼頭さんははっとしたようにシャツをはおってしまったから、ほんの一瞬だったんだけど。

　刺青、だったみたいな？

　ううん、目の錯覚だよ。




　　　　　◇◇◇




　それから、また、僕と神父さまの日常がもどってきた。

　平凡な、平凡だからこそ幸せな、生活。

　そんな、ある日のこと。

　大学に出かけた僕は、途中で辞書を忘れてきたことに気づいた。

　取りに帰って、かばんに入れ、学校に向かおうと、リビングの前を通りかかったとき、なかから、話し声がしたんだ。

　神父さまと、知らないひとの声。

　お客さまかな？

　紅茶の用意をして、リビングに持っていく。

　ノックしようとしたとき、

「では、こちらにサインをいただけますか？」

　お客さまの声が言った。

　神父さまの声が答える。

「とっくに縁を切ったと思っていたが、王家の影はどこまでもおよぶな。ジュリアン」

　オウケ？　お受け？

「高貴な身には義務がつきもの、ですよ。叔父上」

　コウキナミ……後期波？

　オジウエって、露地植えの親戚かな？

　小首をかしげたところで、話は僕のわかる内容に変わった。

「ところで、叔父上。例の、神戸宝飾店の子はどうなりました？」

　え、僕？

「めでたく、相思相愛になったよ。いまは大切な私のハニーだ」

　ぽっ、とほほが染まる。

　ハニー……。

「それはそれは」

「純情無垢なのに、ときどきドキッとするほどセクシィな殺し文句を言う。そのギャップがなんともまぁ」

　ぽぽっ。

　神父さまったら、お客さまにそんなことまで……。

「ギャップといえば、私のハニーも……葵あおいといいますが……昼の元気ボーイの顔と、夜の可愛い娼婦の顔との落差が、なんともまぁ」

　おたがいのハニー自慢になってきたところで僕は、はっ、と壁に耳あり障子にメアリーさん状態になっていた自分に気づいた。

　お、お茶、冷めちゃった。

　入れ直してこよっと。

　もう一度、紅茶を入れ、もどってきて、ノックしようとすると、

「……あ」

　ドアが開き、なかから神父さまが出てきた。

「お客さま、もうお帰りですか？　神父さま、神父さま……」

　神父さま……じゃない？

　よく似てるけど、瞳がブルーで、金髪がウェーブがかってる。

　わっわっ色違いの神父さまだぁ、と、おもわず、じいっと見上げてしまうと、神父さまにそっくりなお客さま、ジュリアンさんは、

「これはこれは……」

　ブルーの瞳を細めて、僕を見つめ、

「聞きしに勝る、乙女。叔父上のご執心もわかりますよ。では、また。おたがい、幸せになりましょう」

　くすりと微笑って、帰っていったのだけれど。

　そのあと、神父さまが妙にあわてた。

「み、港。大学は？」

「忘れ物を取りに。あ、ここ、片づけましょうか？」

「わ、私がやるから。ほら、はやくもどらないと、講義が終わってしまうよ」

　ジュリアンさんが置いていった書類らしきものを、すみに押しやりながら、せかすので、僕は持っていた紅茶のトレイをそこに下ろし、そのまま大学にもどった。

　そして、講義が終わり、帰ってくると。

　僕はリビングルームに向かった。

　トレイ、片づけなきゃ。

　アールヌーボーのかえで模様のテーブルから、トレイを持ち上げたとき。

「え」

　僕は、声をあげた。

　ぱらっとめくれた書類のなかに、「ディ・マルカ」の文字が見えた気がしたんだ。

　へんなの。

　そんなの、書いてあるわけないよ。

　笑いながら、でもなんとなく気になって、ぱらぱらと書類をめくってみると、それはなにかの契約書らしかった。

　最後のページに、社長、副社長、専務、常務などのサインが並び、そのいちばん下に、神父さまの字で、

「取締役　ジュリオ・ミケーレ・カドーノ・ロマーノ・ディ・マルカ」







　取締役……？

　ディ・マルカ……？

　ディ・マルカ。

　ディ・マルカ！

　じゃあじゃあ、神父さまは、僕のうちを倒産させた、僕から父さん母さんを奪った、敵の会社の人間……!!

　どくんっ、と心臓が激しく脈打った。

　そのまま……。

　長い間、僕は……。

　その場を動かなかった…………。

　やがて、すっかり日も暮れ、冷たい床にすわりこんだままの僕に、神父さまが気づいた。

「港、帰ってたのか。どうしたんだ、明かりもつけないで」

「……んですね」

「え？　港？」

「だましてたんですねっ、僕のこと！　やさしい言葉も、やさしい抱擁も、みんな、うそだったんだ……。なにもかもッ！　楽しかったですかっ？　なにも知らない僕が、あなたに夢中になっていくのを見るのは。楽しかったですよねっ？　敵とも知らないで、あなたに抱かれて喜ぶ僕を見るのは」

「違っ……。たしかに私はマルカ王家の人間だが、会社と関係はっ……。港、おまえの両親も、本当は……」

「聞きたくないッ！」

　たたきつけるように、僕は言った。

　聞きたくない。

　聞きたくない。

　大好きだった唇が、これ以上つく噓をッ……！

　僕は、耳も目も心も閉ざして、教会を走り出た。

「港っ……」

　夜のなかへと走りだしていった。

　やるせなかった。哀しかった。切なかった。

（もう神父さまとはいられない、いられない…………）

　こんなになってもまだ、そんなことを思ってしまう、自分の心が憎かった。

　矛盾した思いは、僕のなかで渦を巻き、僕の心を突き破りそうで、止まると本当に僕の体を内側から突き破ってしまいそうで、佈くて、僕は走った。走りつづけた。

　そして。

「……あっ」

　どのくらい走ったか、ふいに前方に現れた人影に、僕はぶつかった。

　倒れると思った僕の体は、でも地面には衝突せず、かわりに、

「痛っ……」

　ぐいっと乱暴に引き寄せられた。

「よぉ、港。ひさしぶりだな」

　！　この声……。

　目を上げると、そこには予想どおり、鮫島征也とあの三人組の顔があった。

「あ……」

「いつかの礼をさせてもらうぜ。たっぷりと、な」

「あ……」

　おびえた瞳で後ずさる僕に、じりじりと、四人が迫る……。







「……やっ、やあっ」

　無理やり、僕を車に押し込むと。

　四人は、すぐに僕の服をはぎとった。

　乱暴に唇をふさぐ、唇。

　胸に吸いつく、唇。

　押し広げられた両脚の間の、

「あっあっ……」

　隠された蕾を、何本もの指がまさぐる。

「いやっ」

　顔に男のモノを近づけられ、反射的に顔をそむけた僕だったけれど。

（この男たちと、あのひとと、なにが違うっていうんだ……。あのひとは、僕をだまして、僕を　弄んだ……）

　一瞬、無抵抗になったすきに、

「んぐっ……」

　口に、熱くいきりたったモノを押し込まれる。

「んぐっ……、ぐっ……、ううっ……」

「おら、もっと舌使え。歯ぁ立てたら、殺すぞ」

　のどにつかえ、苦しくて、涙のにじむ目で見上げる僕に、征也が言う。

「やっと、チャンスがめぐってきたぜ」

「う……？」

「ずっと、復讐のチャンスをねらってたんだ。けど、あの神父、よっぽどおまえが可愛いのか、なかなか一人にしやがらねえ。大学に行くときも、それとなく、ガードしてやがったしな」

（え……？）

「港、おまえは外国に売り飛ばしてやるよ。組の裏ルートに乗っけてな。でもまあ、それは……俺たちがたっぷりと楽しんだあとだ！」

「うぐッ……」

　強く言うと、征也は深く突き入れた。

　それを合図に、いっせいに男たちが僕に襲いかかる。

　蕾に伸びる、手、手、手。

　指がねじこまれる。

　何本も、何本も。

　腰をつかまれ、無理やり四つん這いにされる。

　グッ、と。

　男のモノがググッ、と。

「いやっ！」

（神父さまっ！）

　その瞬間。

　僕はさけんでいた。

　僕は男たちの腕を振りきっていた。

「な、なんだっ……？」

「こいつ、また急にっ……」

　男たちのすきをつき、ドアのロックをはずし、僕は必死に車を飛び出した。夢中で逃げた。

（それでも……。それでもやっぱり、僕は神父さまが好きなんだっ……）

　だけど。

　すぐに、追ってきた征也たちにつかまってしまう。

「面倒かけさせんじゃねーぞ、おらぁっ。殺すぞっ」

「やっ、いやぁっ……」

　引きずられるようにして連れもどされそうになる僕の目に、赤いアルファロメオが映る。

（神父さま……）

　青ざめた黒服姿の神父さまは、車から降りると、征也たちと向き合った。

「港を、はなせ」

「いいぜ。そのかわり、ちーっとばかり、あんたを可愛がらせてもらうぜ」

「……好きにしろ」

　低く、神父さまは答えた。

「神父さま、なぜここに……？」

「愛しのハニーを返してほしかったら迎えに来い、って、俺がテルしたんだよ」

　羽交い締めにした僕の首にナイフを当てながら、征也が、からかうように言う。

「――やれ」

　征也の命令で、三人組の容赦のない暴行が始まる。

「いつかは世話になったな」

「神父がイキがるんじゃねーぜ、ああっ」

「神父なら神父らしくしろってんだ、このクソがッ」

「うっ……、ぐっ……」

　その美しい金髪が乱れ、唇が切れ。

　でも、神父さまは抵抗しなかった。

「おらおらっ」

「どうしたっ、アアッ？」

「まだ、おねんねには早いっつーの！」

「うぐっ……、ぐふっ……」

　顔から血が流れても、地に倒れても。

　それでも、神父さまは無抵抗だった。

　違う。抵抗しないんじゃない。抵抗できない……んだ。

　僕を人質に取られて。

　僕の、僕のために……。

　僕の、僕のせいで……！

「……父さま、神父さま、抵抗してっ。戦ってぇっ。僕のことはいいからっ」

「うるせえ！　黙れ！」

「あっ……」

　征也に殴られ、ふっと意識が遠くなる。でも……！

「いいっ……から。僕は、どうなってもいいから……」

「港……」

　涙にぼやける世界で、僕と神父さまの視線が重なりあう。

「それは私のほうだ……。港のためなら、どうなろうとかまわない……」

「神父さま……！」

　ふたたび、容赦のない暴力が神父さまを襲う。

　そして、ついに征也はピストルを取り出した。

「じゃあ、そろそろあの世へ行ってもらおうか？　神父さん」

（……だ、め）

　カチッ、と撃鉄を起こす。

（……だめ）

「神さまによろしくな」

（だめ）

　引き金を引……。

「だめーっ！　神父さまぁっ」

「港っ」

「このっ……クソッ」

『ガーン!!』

　すべては一瞬のうちに起こった。

　僕は征也の腕を振りほどいて神父さまの前に飛び出し、神父さまはそんな僕をかばい、征也の銃が火を噴きっ……気がつくと、神父さまが地面に横たわっていた。

「神父さま……？」
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　そっと呼んでみる。返事はない。

「神父さま、神父さま」

　体を揺すってみる。でも、動かない。

「お、おい。やべぇよ、征也」

「おどかすだけだっつーから……」

「ビ、ビビってんじゃねーよ。ハ、ハンパが一番やベぇんだ。こうなったら、完全に……」

　征也がもう一度、神父さまに銃を向ける。

　僕はその前で大きく両腕を広げ、神父さまの体をかばった。

「やめて、やめてぇっ。神父さまを撃つなら、僕を撃ってっ。僕を撃って……僕を、神父さまといっしょに殺してぇーッ」

「わめくなッ。いま、望みどおり殺してッ……うっ」

　ふいに、征也がつまった。

　ぎゅっと目を閉じ最期の時を待っていた僕は、不思議に思って、目を開けた。

　その目に、ゆっくりとこっちに歩いてくる、

（鬼頭さん……）

　の姿が映った。

「き、鬼頭匠吾…………」

　征也がおびえたように呼ぶ。

　三人組も口々に、

「鬼頭って……」

「相楽さがら組の若頭のっ……？」

「な、なんで、そんな大物がっ」

　若頭…………？　ヤクザ？

　鬼頭さんが、ヤクザ。

　征也の前まで来た鬼頭さんは、静かに言った。

「いけませんね、征也さん」

「うっ……」

　でも、その声はナイフのような鋭さと怖さを宿していて、征也は押されて一歩、後退した。

「素人衆に銃を向けるようなまねをなさっては。さぁ、その銃を私に渡してください」

　おだやかな命令には、逆らいようのない盤石の重みが潜んでいた。

「うっ……。くそ」

　小さくつぶやき、征也は鬼頭さんに銃を渡した。

「ありがとうございます。後の始末は私が……征也さん？」

　だが征也は、ポケットからもう一丁の銃を取り出すと、鬼頭さんに向けた。

「は……ははっ。鬼頭匠吾がなんぼのもんだ。鬼頭匠吾をやりゃ、俺の株も上がる。親父も俺を跡目にしてくれるぜ」

　静かな恐怖から、征也は切れかかっていた。

「困った方ですね。銃を向けるということは、自分もまた銃で撃ち殺されてもかまわない、という意思表示なのですよ。征也さん。あなたに……この私と戦をする覚悟がおありですか!?」

　瞬間。

　そのグレーの瞳がすさまじい殺気を放った。

「う……うるせぇっ、うるせぇっ」

「いたしかたない。では」

　完全に錯乱した征也が引き金に指をかけ、鬼頭さんがそんな征也に向けピタリと銃を構えたところで、

「――やめんかい！　このド阿呆ぅが!!」

　大音声が響きわたった。

　黒服の男たちを従えた、新たなヤクザが、威風堂々と登場した。

「お、親父ぃ……」

　征也が、情けない声で呼ぶ。

　そんな息子を殴り飛ばすと、海龍会の会長は一喝した。

「この阿呆ぅ！　鬼頭に銃を向けるんがどういうことか、わかっとんのか！　わしが苦労して築いた相楽組との同盟関係、ぶち壊すつもりか！　……ああ、もうその阿呆なツラ、わしの前にさらすな。さっさと連れてけ」

「はい、ボス。さあ、若」

「お、親父ぃ……」

　征也は、黒服の男たちに連れられていった。

　会長が、鬼頭さんに向き直る。

「すまんかったの、鬼頭。わしに免じて、許してくれや」

「いいえ、私のほうこそ。征也さんに銃を向けてしまいました。銃で銃を弾き落とすだけのつもりではいましたが」

「あいかわらず、礼儀正しい男やの。しかも大学院卒のインテリで、組への忠誠も厚い。跡目には恵まれとるし、ほんま、相楽のやつがうらやましいわ」

「征也さんも、これから鍛えれば、まだまだ……」

「ああ、あれはアカンアカン。末っ子やいうて甘やかしたんが、徒あだになったわ。ここだけの話、大学かて、裏口やしな」

「……そうだったんですか」

「いっそ、なんかのドラマみたいに、高校に裏口入学させたろか。いや、高校やったら甘い。中学や。中学に入れて、もいっぺん、ガキのころから鍛え直したる！」

「お言葉ですが、さすがに、年がバレるのでは？」

「あ、それもそやな」

　そんな鬼頭さんと会長さんの話を、僕ははんぶんも聞いていなかった。

　神父さまは、いない……。

　もういない……。

　だったら。

「鬼頭さん、僕に銃を貸してくださいっ」

「え？」

　僕はがばっと鬼頭さんの手にすがり、征也の銃を奪い取った。自分に向ける。

「こ、これが撃鉄で、これが引き金で……あれ？　あれ？」

　でも、引き金が引けない。

「銃っていうのは、安全装置がかかってると撃てないんだよ、港くん。はい、これでよし」

「あ、ありがとうございますっ」

　鬼頭さんが親切にロックをはずしてくれたので、再チャレンジ。

　だけど……あれ？　あれ？　あれ？

　弾が出ない。

「銃ってのは、弾が入ってないと役に立たないよ。ちなみに弾は、征也さんから取り上げたとき全部、抜いたから」

「そんな、そんなっ……」

　あわてふためいていた僕だったけれど突然、ぽろりっ……、と涙がこぼれた。

「そんな……、どうしよう。はやくしないと、神父さまが行っちゃう……。神父さまは、ミカエルだから、大天使ミカエルだから、羽が生えて、飛んでいっちゃう……。僕、追いつけない。いっしょに、天国に行けないよ……？」

　ぽろぽろと、僕のほほを涙が伝い落ちる。

「ミカエルは、天国ではなく地獄行きだと思うが……。こんな健気なことを言ってくれる恋人を、いつまで泣かせておく気だ？　いいかげんに起きろ、ミカエル！」

「……え!?」

　鬼頭さんの言葉に僕の胸が、どきんっ、と鳴った。

　そうしたら、目の前、目の前……！

　神父さまが、微笑って起き上がった。

「どうして、死んでないってわかったんです？　鬼頭さん」

「ふん。征也さんが撃った弾が当たるものか」

「いや、当たったんですよ。それも胸に」

「あ……、どうして？　どうして？　どうして？」

　うれしくて……でも信じられなくて、また、ぽろぽろと泣きながら、ばかみたいにくりかえす僕に、神父さまが微笑みかけた。

「港のおかげだよ。金貨で弾が止まったんだ。いつか、私の左胸のポケットに返してくれただろ？　落ちていたのを拾って、また入れたんだけど、すっかり忘れていた。でも、おかげで命拾いしたよ。ありがとう、港」

「神父さま……、神父さま、神父さま神父さまっ」

　僕は、ぎゅーっと夢中で神父さまに抱きついていった。

「ばかっ。神父さまのばかばか、ばかぁ……どうして、すぐ生き返ってくれなかったんですか？　僕、胸がつぶれそうになって、心臓が止まりそうになって。死んじゃいそうになってて……、ほんとに死んじゃおうと思って……」

「ごめん。ごめんね、港。そんなふうに、港があんまり素敵なことを言ってくれるから、もっと聞いていたくなったんだよ？　天上の調べを聴くように、ずっとずっと……、聴いていたくなってしまったんだよ……？」

「……ばか……。でも許します……。神父さまなら、いい……。神父さまだったらなにをしてもいい、なんでもしてほしい。神父さまっ……」

「港っ……」

　神父さまが力強く僕を抱きしめ、僕の髪を撫でながら、何度も何度もキスをくれる。

　そう。

　キスも。抱擁も。やさしさも。喜びも。哀しみだって。

　神父さまがしてくれる……くれるのなら、なんでもうれしい。なんでも愛しい。

　だって。

　僕は、神父さまを愛しているんだもの。

「神父さま……」

「港……」

　もう一度、深く唇を重ねる僕たちを見て、鬼頭さんが、ふっ……と微笑った。

「愛を探していた迷い犬はあたたかい居場所を見つけた、ようだな」

　そして、そのまま去りかける背へ、神父さまが言った。

「あなたも見つけてください……、あたたかな場所を……」

　鬼頭さんの笑みが薄く凍った。

　次の瞬間、その氷を燃える眼差しで溶かすと、鬼頭さんは言いはなった。

「私のいる場所は決まっている。組長のそばだ。――それが、私の運命だ」




　　　　　◇◇◇




　そして、僕たちは教会に帰ってきた。

　僕たちの家に帰ってきた。

「すまない、港。私がいながら、危ない目にあわせてしまった……」

「神父さまこそ。僕のために、こんな怪我をさせてしまって……」

　そっと。指で、神父さまの唇の傷に触れる。

　また、そっと。神父さまがその指をにぎる。

「こんなもの、ちっとも痛くない。港を預かっている、と鮫島征也から電話を受けたときのほうがよっぽど、心が痛かったよ……？」

「神父さま……」

「港……」

　神父さまの唇が僕の唇に重な……るまえに、僕は言うことがあるんだ。

　ちゃんと言ってから、神父さまにキスされたい。

　きちんと伝えてから、神父さまに愛されたい。

「神父さま」

「なんだい？」

　僕は、神父さまに向き直った。

「神父さまは、理由もなくひどいことをするひとじゃないから。だから……。僕の家のことも、父さん母さんのことも、きっと、なにか事情があったんだ。信じます。神父さまを信じて、ついていきます」

「港……」

　微笑んで言いきった僕に、神父さまは美しい金の瞳をみはり、それから、力強い腕のなかに僕を抱き込み、やさしく抱きしめた。

「ありがとう……、そんなに私を信じてくれて……」

「神父さま……」

　あたたかな胸のなかで聞く、問わず語りの神父さまの声。

「心配しなくていいよ……？　私はマルカ王家の人間だけど、若いうちに国を出たから、会社とは無関係なんだ。役員というのも、名前だけだよ」

「ほんとに……？」

「ああ……。港の家もつぶれたんじゃなくて、門之グループからディ・マルカの傘下に移っただけなんだよ？　港のお父さんがつくる金蒔絵のべっこう細工には、その価値があるから。ご両親はいま、東京のディ・マルカの工房で、作品づくりをしているよ」

「ほんとに……？　ほんとに……？」

「ああ、ああ……。ジュリアンが来た……彼はディ・マルカの専務だよ……ということは、作品が完成したんだ。もうすぐ、ご両親が帰ってくるよ？」

　知らされる、思いがけない事実に……やさしい真実に、なんだか胸がいっぱいになる。

　そんな僕に、今度は、神父さまが向き直る。

「港」

「はい、神父さま」

「ただひとつ、私は謝らないといけない。ご両親が東京に行っている間、港を保護するように、ジュリアンに頼まれていたんだ。でも私は、港に恋してしまった……。だから本当のことを告げず、港をわがものにした。許しておくれ？　港」

「……うれしい」

「え？」

　ぽつりとつぶやいた僕に、神父さまが僕の口元を見つめた。

　だって。

「だって、じゃあ、神父さまも最初から僕を好きでいてくれたんですね……？　よかっ……た。うれしい。うれしい……」

「港、おまえって子は。私を責めもせず、うれしいと言ってくれるのか……？」

　黄金の瞳を驚きにみはり、ついで愛しみと慈しみに細め、ほほを染める僕を見つめていた神父さまは、やがて、ふっ……と、それらをとろけるような甘い蜜色のなかに溶かし込んだ。

「そう、初めから港を愛していたよ。ずっと、まえから」

「ずっとまえ……？　それって、いつですか……？」

「昔々、ロングロングアゴーだよ……」

　神父さまはおとぎ話のように結んで、甘く……、僕の唇をふさいだ。

「んっ……、神父さま……」

「港……」

　神父さまが、やわらかく唇を動かす。

　唇で唇を味わう。

「んん……、んぅ……」

　するり、と舌を滑り込ませ。

　僕の舌を追いかけ、やさしくつかまえ、甘く吸う。

「ふっ……、んんっ……、んう……。あんっ」

　神父さまの唇が唇から離れ、ぴとっ、と僕の胸に吸いついた。

　ちゅっ、とピンクの突起にキスする。

「んっ……、んっ……、あっ……ん、あっ……ん」

　それから、神父さまは、リトルキスをくりかえして。

　だんだん、ディープにしていって。

「はぁっ……、あっあっ……、ぁふっ……」

　上下の唇にはさんで、キツゥク吸いあげて。

　尖らせた舌先で、ころころと転がして。

　ちゅぷちゅぷとアメのように舐めて。

　いっぱい、いっぱい、愛撫をくれる。

　たくさん、たくさん、濡れた甘いセクシィな唇で愛してくれる。

　そんなにされたら、あっ……。

　胸にアーモンドの花が咲いちゃう。

　胸のなかにも、アーモンドの花が開いちゃう。

「あんあっ……、ぁっぁっぁっ……お、お花見！」

「え？」

　とつぜん、愛された跡がいっぱいついた胸を押さえ、言った僕に、神父さまがびっくりした顔をした。

　だって、胸じゅうピンクの花びらで、口からあふれた感じなんだもん。

「お、お花見しましょ。花が咲いたら」

「アーモンドの？」

「アーモンドの」

「来年の春？」

「来年の春」

「じゃあ、秋になったら、また収穫祭もする？」

「はい。またまた春になったら、お花見して……」

　ずっとずっと、ふたりでいよ……？

　瞳と瞳で言いあって、唇と唇でキスしあう。

「ん……」

「ん、ん……」

　そのまま、神父さまの甘い唇が下に滑っていく。

　ほほ、うなじ、胸……。

「ぁん」

　ちゅっと胸の突起にあいさつのリトルキスを送り、唇は、まだまだ下りていく。

　お腹、太もも、淡い茂みのなか……。

「ぁんっ」

　僕の下のピンクの突起をのみこんだ。

　神父さまは、先っぽにたくさんキスをする。

　くちゅくちゅと口に出し入れする。

　つぅ……っ、と横を舐めあげる。

「ふっ……ふっ、ぁっぁっ……、はあぁ……んっ」

　僕のおしべは、たちまち蜜をいっぱいあふれさせた。

「お花見まで待てなくて。蜜だけ、先にもらったよ？」

　神父さまが、いたずらっぽい瞳でくすっと笑って、ちゅっと唇に可愛いキスをくれた。

　すると。

　あれ、甘い？

　ほんとに蜜の味？

　って、ううん、これは僕があふれさせちゃったの……の味じゃないよね。

　これはきっと、神父さまの味。甘くて、やさしい、神父さまの唇の味……。

「神父さま……」

「港……。そうだ、まだ青い蕾にも蜜をあげよう」

　そう微笑って、神父さまが、僕が出しちゃったの……を指に絡め取ると、

『……つぷっ』

「……ぁんっ」

　僕の蕾にタッチした。

　そのまま、ふにふにと押して。

　するっと、蜜まみれの指を潜り込ませて。

　お薬を塗るように、なかで指を回して。指先を動かして。

「ぁ……ふ、ぁふ……、ぁっ……、ぁっぁっ……」

　堅い蕾がほどけるように、僕のそこは、すこぅしずつ花開いていったのだけれど。

　でも、違うよ？

　僕が欲しいのは。

　自分の蜜じゃなくて。

「神父さまの、神父さまのが欲しい……。神父さまの蜜を注いで……？」

　言ってしまってから、はっとわれに返り、かぁっと顔が赤くなる。

　な、なんてことを。

　はっ、恥ずかしい……。

「港……」

「やっ、見ないでっ」

　驚き、あきれたような神父さまの声を聞きたくなくて、完熟トマトのように真っ赤っかな顔も見られたくなくて、純白のシルクシーツにぎゅうっと顔をうずめていると、

「……あ？」

　神父さまが、僕を抱き取り、ぱふっと胸に顔を伏せさせた。

　聞こえてくる、やさしい声。

「ちょっとびっくりしただけだよ……。初めて、港から私を求めてくれたね。うれしいよ？　港。私の港……」

「神父さま……」

（うれしいよ、港、私の港。うれしいよ、港、私の港……）

　魔法の言葉を胸のなかでくりかえすと、また、胸にピンクの花が咲きこぼれそうになる。

　そんな僕のなかに、

「いい？　入れるよ、港」

「……ぁっ」

　神父さまが入ってきて。

　やさしく、甘く、僕のなかを掻き回しはじめると。

「ぁっぁっ……」

「港、港……」

　不思議だな？

　僕の体のなかの花も掻き乱されて、花吹雪になって、舞い散るよ？

　いろんな思い出をのせて。

　僕と神父さまの思い出をのせて。

「ぁふっ……、ぁっ……ぁっ……」

　楽しかったこと。うれしかったこと。幸せだったこと。……切なかったこと。

　雨のなかの出会い。教会に囲われて。一生忘れない、誕生日の思い出。待ちに待った、アーモンドの収穫。そして、今日という日。

「はぁ……、ぁはっ……、ぁっぁっぁっ……」

「港、港、港……」

　でも、神父さまが、熱く激しく僕のなかを突き上げはじめると。

　体のなかの花びらが、花の嵐になって、吹き飛んじゃう。

　僕も、いまこの時しか、感じられなくなっちゃう。

　もったいないな？

　そうだ。

『ＣＨＵ』

「港……？」

　こうして、キスしていれば。













[image: ]










　僕からあふれた思い出は、唇から唇へ、神父さまのなかに入って、神父さまの胸にもきっと、思い出のピンクの花を咲かせてくれるよ？

「んっんっ……」

「んっんっんっ……」

　唇を重ねたまま、神父さまの動きが、熱く熱く、激しく激しく、なってくる。

　僕のなかは、もっともっと神父さまを感じようと、甘く切なく絡みついていってっ……。

「んっ……んぅっ」

「んっ……んんぅーっ」

　その瞬間。

　神父さまからあふれた愛の蜜は、僕の体も、僕もハートも、僕の思い出も、僕たちの思い出の花も、すべてを濡らし潤し満たし、幸せの甘い……蜜の色に塗りかえていった。







「……ぁ」

　例によって。

　目覚めると、神父さまの腕枕の上。

「港、ん……」

「神父さま、ん……」

　甘ぁい朝のキスを交わしながら、思ってみたりする。

　神父さまって、やさしくて、強くて、かっこよくて、まるで王子さまみたい……。

（王子さま？）

　そうだった！

　僕は、ぱっ、と唇を離し、ばっ、と体も離した。

　思い出したんだ。

　神父さまは、マルカ王国の王子さまだった。

「港？」

　きょとんとする神父さまが、雲の上のひとに思えて、

「王子さま……、なんですよね……？」

　庶民な僕は、羽毛布団を顔まで引っぱりあげ、目だけ出して、うっ……、という感じで見つめる、神父さまは苦笑して言った。

「王『子』じゃなくて、王『弟』だよ、正確には。私は前のマルカ国王、レオーネ七世の第四王、現国王レオーネ八世の末の弟だよ。ジュリアンは、正真正銘の王子さまだけどね」

「ジュリアンさん……？　あの、神父さまにそっくりな、お客さま？」

「ジュリアンは私の甥だよ」

「えっ。だって、おんなじくらいの年なのに」

「そんなことはない。私のほうが、年上だよ。んー、私とジュリアンの関係は言ってみれば……カツオとタラちゃんかな」

「カ、カツオとタラちゃん？」

「あんまり年の違わない叔父と甥、ってね」

「神父さまがカツオ……やだ、おかしい。ふふっ」

　なんだかツボにはまって、僕は笑った。

　すると、神父さまが明るいラテンのノリで言った。

「笑ってたほうがいいよ？　港は、笑った顔がいちばん可愛い。ま、怒った顔も泣いた顔も、港はぜんぶ可愛いんだけどね」

「神父さま……」

　ぽっ、とほほを染めながら、僕は思った。

　僕は神父さまの笑顔が好き。

　明るい笑顔が大好き。

　お日さま色の瞳も、髪も、あたたかな胸も、みんなみんな好きだけど、いっとう好きなのは、やさしいハートかな？

　いまだって。

　カツオとタラちゃんとか言ったり、わざとコミカルな言い回しをしたり、僕の緊張をほぐそうとしてくれたんですよね？

　好き。

　大好き。

　神父さま。

　王「子」殿下じゃなくて、王「弟」殿下でも。

　僕にとっては、王子さま。

　世界でたった一人の――。

　（僕の、王子さまです……♡）
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　マルカ王国第四王子。

　それが、私の身分だった。

　ジュリオ王子。

　昔、私はそう呼ばれていた。

『――ミカエル！』

　私を初めてその名前で呼んだのは、ナザレア神父だった。

　彼はマルカにやってきた日本人布教者で、きゃしゃな体つき、透き通るように白い肌、大きな瞳、ふわふわの茶髪、と美少女と見まごう姿をしていた。もっとも中身は、よく食べ、よく飲み、瞳をこぼれんばかりに見開いてよく笑う、元気ボーイだったが。

　ボーイ、と言うのはおかしいかもしれない。

　彼はそのとき二十三歳だったのだから。

　年下か、いいところ同い年とふんでいた私は、彼が五つも年上と知って、驚いた。

　でも、年上の、汚れを知らない神父というのも悪くない……。

　私は、ほくそ笑んだ。

　マルカ王国は、名にし負う地中海の楽園。

　恋愛自由、男色公認のなかにあって、その王子として、私は恋愛道に邁進し、わが世の春を満喫していた。私は男にも女にもモテて、不自由したことはなかった。

　ある日のこと。

　私はナザレア神父に声をかけた。

　平たく言えば、ナンパだ。

『……神父、ナザレア神父』

『あ。王子さま』

『ジュリオでいいですよ。俺はジュリオ・ミケーレです』

『ミケーレ？　わぁっ、大天使ミカエルだ。ミカエルって呼んでいいですか？』

「は？　はい、お好きなようにどうぞ』

　たしかに、ミケーレはミカエルのイタリア語読みだけど……。

　私に声をかけられれば、相手はぼぉっとなり、尊称でなく名前で呼んでいいと言えば、ぼぉっがハートマークつきのぽぉっに進化するのが、普通だった。

　ちょっと天然の入った反応にあぜんとしながらも、私はおもしろくなった。

　たまには毛色の変わったのも、いい。

　……だが。

　すぐに私は、ナザレア神父というのは「ちょっと」ではなく「超」天然の入ったひとだということを、思い知ることになる。

　口説こうとすれば、トンチンカンな受け答えをする。キスしようと唇に触れただけで、くすぐったいと笑う。となりにすわって抱きしめようとすれば、突然立ち上がって、私の両腕がみごとなくらいスカッと空を切る。わざとやっているのかっ……、とツツコミたくなるほどだった。

　そんな、ある日のこと。

　私は、ナザレア神父を食事に誘った。

　いいかげん、恋愛ハンターの名にかけて決めたかったのだ。

　地中海とマルカ市街が一望できる高台のレストランに、彼をいざなう。

　キャンドルが灯るテーブルで、ロマンチックな名前の食前酒をオーダーし、甘くささやく。

『お望みの料理は？　俺の望みは、あなたという極上の料理だけですが……』

『えっ、なんでもいいんですか？　わーいっ。じゃあ、これとこれとこれと、あ、こっちと、あ、やっぱり、そっちも』

　私の決め台詞をまるっきり無視してくれたばかりか、テーブルの上を満漢全席状態にしてしまった。

『は、はは……。よく食べるんですね。見かけによらず』

『いっぱい食べて、いっぱい笑って、いっぱい人生を楽しんで愛していたら、人生も、こっちを愛してくれるんだよ？　だから、ミカエルも笑わなきゃ』

『俺？　俺は笑ってますよ……』

　私は、ふっとニヒルな微笑みを決めようとした。

　すると、ナザレア神父が言った。

『ううん、ミカエルは笑ってないよ。ミカエルが心から笑った顔を、一回も見たことがない』

『！』

　それが、私が彼に本当に興味をもった瞬間だった。







　その後も、私の求愛は失敗しつづけた……というより、求愛するまえに天然な反応で挫折しつづけた。

　そして一ヵ月がたったころ、私の耳にあるうわさが入ってきた。

　ナザレア神父がマルカを去る、と。

　冗談じゃない。

　このまま行かせて、たまるか！

　なんとしても今夜中にモノにしてやるっ、と崩壊寸前のプレイボーイのプライドに誓った私はなんとか、彼を夜の海岸に誘い出すことに成功した。

　並んで、浜辺に腰をおろす。

　よし、このまま肩に手を回して、ぐいっと……。

『ナザレア神父……』

『え？　わっ！』

　キスしようと顔を近づけた私に、びっくりした彼が私の腕のなかで生きのいい魚のようにビクンッとはね、はずみで私は彼を砂浜に押し倒してしまった。

　やばいっ。……って、いっそ、好都合か。

『ナザレア……』

『んっ……』

　そのまま、唇を奪う。

『んっんっ……』

『んんんっ、んーっ……』

『ん、んぅ……』

『う……』

　初め、抗うそぶりを見せた彼だったけれど、すぐにおとなしくなった。

　私の腕に身をゆだね、うっとりとしている。

　堕ちたな。ふっ、まあこんなもんだ。

『って、おい？』

　よく見ると、ナザレア神父はうっとりではなく、くったりしていた。

『も、もっと酸素を……』

『あんた、バカかっ。鼻から息を吸えーっ』

　いい年してキスの仕方も知らないのかっ。……あ、知らないのか。神父だから。

『だ、だって、自分で息しちゃったら、せっかくミカエルが人工呼吸の練習してるのに、悪いかなぁってー』

『は？　人工呼吸？』

『うん。だれかがこの海でおぼれたとき、助けてあげようって、練習してたんだよね。やっぱり王子さまって、えらいなぁ』

　にっこり笑う彼に、心のなかが『……』の嵐になってしまった私だったけれど、やがて、彼の花丸笑顔が伝染したように、にっこりとした。

　悪くない。

　この人といると、楽しい。

　ちょうど退屈してたところだし、いっしょに旅に出るか。

　そうして私は、父のところから、お気に入りのアルファロメオＲＺと、なにかと役立ちそうなレア金貨を二十枚ほど失敬し、例えるならラブワゴンに乗るような軽いノリで、故郷を後にしたのだった。

　二度と帰ることのない旅だとも、気づかずに。




　　　　　◇◇◇




　二人の布教の旅は、まったく楽しいものだった。

　マルカ島から対岸のアフリカに渡った私たちは、車で西海岸をめざした。

　あれは、どの国に入ったときだっただろう。

　ナザレア神父は、貧しい村で、子供たちに神さまの話をしていた。

　幼い兄妹が帰りかけた。

『あ、待って。まだお話、終わってないよ？』

『だって、お話でお腹はいっぱいにならないもん。神父さま、お話のなかみたいに、マナを降らせて、僕たちにお腹いっぱい食べさせてくれる？』

　そのあと、ナザレア神父は一言もしゃべらなかった。町のホテルにもどってからも、なにか考え込んでいた。

　その夜中のこと。

　ふと目を覚ました私は、となりのベッドがもぬけのからなことに気づいた。あわてて外に出て、捜しまわった末に見つけた彼は、神父服を俗服に着替え、酒場で働いていた。

　かっとして、私はどなった。

『考え無しもいいとこだ……っ。このへんは、治安も風紀も悪いんだぞ……っ』

　こういう国では結婚するのに金がかかる。貧しい男たちは男に走る。きゃしゃで可愛い日本人男性は、かっこうのエモノだ。

『金がいるなら、俺に言えばいいだろ……っ。いくらだって』

『だめだよ』

　うなだれて聞いていた彼が小さく、でも、はっきりとつぶやいた。

『え？』

『ミカエルが働いてもうけたお金なら、喜んでもらうよ。でも、違うよね？　それはミカエルのじゃなく、ミカエルのお父さんのお金だよ』

　私はハッと、胸を突かれた思いがした。

　金、車、いま着ている服、いままで暮らしていた宮殿……どれも自分のものじゃ、自分の力で得たものじゃない。

『ミカエル？』

『あんたは先にもどってろ』

　これまで立っていた地盤がぐらりと傾きそうなのをグッとこらえ、私はナザレア神父をホテルに帰すと、さっきまで彼が働いていた酒場のドアを押した。

　金髪の白人の自分にも、高値がつく……！

　といっても、もちろん身売りしたわけではなく、ぎりぎりのところでウマクかわし、多額の報酬をゲットした。

　私は上機嫌だった。

　だが、その報酬を、ナザレア神父があの兄妹の村に全部寄付してしまったことで、またケンカになった。

　一部は残して、美味いものを買いこみ、あんたを喜ばせるつもりだったのに……っ。

『お人よしすぎるぜ……っ。あんた、だまされてるんだ……っ。子供をエサに同情をひいて金品をまきあげる、よくある手だっ』

　かぁっとしてどなっているうちに、ますます頭に血が上り、若い私は歯止めがきかなくなってきた。

『俺っ……俺が、どういうつもりでいっしょに旅してるのかも、知らないんだろう？　疑いもしないんだろう？　はっ、教えてやるよ。こういうつもりだよっ！』

『ミカエルやめてっ、んっ……！』

『んんっ、んーっ……』

　私はナザレア神父に襲いかかった。

　無理やり唇を唇でふさぎ、ベッドに押し倒し、激情と欲望にまかせて一気に黒い神父服の前を引き裂いた。

『！　あ……』

　だが、そこで私の動きは止まった。

　胸に。

　彼の胸には、むごい傷痕があった。

『それは……？』

『手術の跡だよ。僕ね、心臓が悪いんだ。だから、あと半年くらい……かな』

　ぎこちなくたずねた私に、彼はなんということなく答えた。

『半年……？』

『僕の命。だからね、僕、神父になったんだ。すこしでもたくさんの人に、神さまの話を聞いてもらって、神さまを知ってもらって、幸せになってほしいんだ』

『!!　あ……』

　自分の命が……自分の幸せがなくなるのに、他人の幸せを願うというのか。このひとは……。

　でも、私の口から出たのは、まったく別の言葉だった。

『……だ、いやだ。行かないでくれ。一人にしないでくれ。俺にはだれもいない、んだ……』

　私は、がくぜんとした。

　じゃあ、心の底では、自分は一人ぼっちだと感じていたのか……？

　国民には「金の王子」と呼ばれて愛され、たくさんの恋人を持ち、寂しいことなどなかった……ないと思っていた、のに。

　……私は、父レオーネ七世の王妃・玉湖たまこの子ではなかった。

　父が女官との間にもうけた子で、母ははやくに亡くなり、玉湖王妃にひきとられ実の子として育てられた。

　イジメられたわけではなく、むしろ、末っ子として可愛がられ甘やかされた。

　しかしやはり、その事実は、多感な思春期の私の心に暗い影を落としていたのかもしれない。

「逝かないで……。俺を愛して、俺だけを愛してよ……？』

　つつぅ……っ、と私のほほを涙が伝う。

『あ？』

　その滴を。

　ナザレア神父が唇で吸い、やさしく私のほほにキスをした。

『だいじょうぶだよ。涙は、神さまが降らせてくれる雨だから。いっぱい、いっぱい降らせて、心を潤してくれる、恵みの雨だから。こんなにいっぱい降ったんだもの。きっと、明日は晴れて幸せの青空が広がるよ？　ミカエル』

　にこっ。

　自分の死をうけいれ、のりこえ、笑えるようになるまでに、このひとは、どれだけの哀しみを……。

『……っ、……ッ』

『ミカエル？」

　胸にたまらない想いがこみあげ、私は腕にギュウッと強く彼を抱きしめた。







　私たちは西への旅を続けた。

　ナザレア神父は一度も泣かなかった。

　……いや、たった一度だけ。

　ある秋の夜。

　となりのベッドの主の不在に気づき、外に出てみると、彼がひっそりと涙していた。

『風邪ひくよ……？』

　そっと、肩に私の上着をかけてやる。

　となりにすわり、上着ごと冷たい肩を包み込むと、彼がぽつりと言った。

『胸のなかでね……』

『ん？』

『胸のなかで、崩れていくんだ……。浜辺につくった砂のお城が、波にだんだん削られていくように……。僕の心臓の壁が崩れていく感触が、する……』

　また、ぽつりと彼が言った。

『死にたくないよ……』

『ああ』

『死にたくない』

『ああ』

『死にたくない、死にたくっ……ない』

『ああ、ああっ……』

　私は、腕のなかのきゃしゃな体を力いっぱい抱きしめた。ほかになにができただろう……！

　合わせた胸から砂の崩れる音が聞こえてくる気が、する。

『俺も……』

　魅入られたように、私の唇が動いた。

　自分にはだれもいない、なら、この人と……。

『俺も行くから、俺もいっしょに逝くから……』

『そうだね』

　そこで、彼がさえぎった。

　やんわりと。でも決然と。

『そうだね。何十年かして、ミカエルが天国に来るときには、いっぱいお土産話を聞かせて？　僕が見れなかった、たくさんのもの。僕が経験できなかった、たくさんのこと。ミカエルが愛した人も、紹介して？　かりそめに愛しちゃだめだよ。心から愛せる人に出会ったら、力いっぱい愛するんだよ。いい？　ミカエルは――』

　大好きだった、花丸元気印の笑顔。

『僕のぶんまで、生きるんだよ？』

『あっ……』

　逢魔が時は去った。

　私の目に熱いものが、あとから、あとから、あふれてきた。

『ああ、ああ。ああ、約束する……。ナザレア……』

『うん、うん。うん、約束だよ……。ミカエル……』

　私は、彼の体をしっかりと両腕のなかに抱きしめた。

　燃えつきてゆく命の火を、守ろうとするかのように。







　彼は二度と泣かなかった。

　私たちは旅を続けた。

　西へ。西へ。やがて大陸が切れ、そのむこうに大西洋がのぞくころ……。

　彼は逝った。

　私は、海の見える丘の上に小さな十字架を立てた。

『……氷遠の安息を彼に与え、絶えざる光を彼の上に照らしたまえ。彼の安らかに眠らんことを。アーメン』

　数日前、私は彼から司祭に叙されていた。

　彼のミサが、私の神父としての初めての仕事となった。




　　　　　◇◇◇




　それから、私は一人で布教の旅を続けた。

　苛酷な状況下で。自分をいじめるように。

　そうしないと、生きている気がしなかった。

　動乱の東欧、中東、南米……。

　日本に流れつくころには、私はぼろぼろになっていた。

　鬼頭さんに出会ったのは、そんなときだった。

『どこに目ぇつけとんじゃ、われえ！』

『ナメとったらアカンでぇ！　金髪のにーちゃんっ』

　ふらふらと夜の神戸の街をさまよい、チンピラにからまれたところを、助けてくれたのだ。

『金の瞳を持つ者、か』

　倒れていた私をぐいっと引き起こし、鬼頭さんは言った。

『だが黄金も磨かなければ、輝くまい。そんな死んだような瞳で、なにができるかな。……磨く気になったら、いつでも来い』

　鬼頭さんは私に、「クール・ド・レーヴ」と書かれた名刺を渡した。

　大学院を卒業し、正式に相楽組の幹部となるのをまえに、鬼頭さんは店を任せられる者を探していた。

　隻眼の般若を背負う者として、関西の極道界にその名をとどろかすことになる鬼頭匠吾の背にこのとき、般若はまだいない。

　のちに、組長への忠誠の証として彫り、さらに、組長をかばって撃たれ般若の右目を貫いた弾痕を、鬼頭さんは己が誇りとした。

　あのひとは、組長に恋をしている。いや、恋よりも激しく、愛よりも深い感情だ。どんな経緯が組長と鬼頭さんの間にあったかは知らない。でもそれは、私が彼に抱くのと同じ、至高の想いなのだろう。

　私は、鬼頭さんの手を払い、名刺をポケットに突っ込み、またふらふらと歩きだした。

　そして、丘の上の小さなコロニアル教会まで来たとき、動けなくなってしまった。

　すわりこんだ私の目に、太陽が昇ってくるのが映る。

　朝日は嫌いだ。

　白々と目に痛いばかり。

　光なんて見えない。

　愛なんて、どこにもない。

　どこにも……。

『どうしたの？　おなか、いたいの？　あたま、いたいの？』

　そのとき。

　ふいに、軽やかな声が耳を打った。

　気づくと、幼稚園児くらいの子供が、大きな瞳をますます大きくこぼれそうに見開いて、私の顔をのぞきこんでいた。

『あ……、いや、だいじょうぶだよ』

　そう答えると、その子は、にっこりとお日さまの光を集めてつくったような笑顔で笑い、ぱたぱたと向こうで待つ友達のほうへ駆けていった。

　その背に、一瞬、

（羽根……!?）

　私は、ごしごしと目をこすってみた。

『おい、なにしてたんだよー』

『あのね、てんしさまにあってたのー』

『ばかでぇ。てんしなんて、いるもんか』

『いるもん。きんのかみに、きんのひとみだったもん……』

『ひとみがきんなのは、あくまだぜぇ……』

『ぜったいぜったい、てんしさまだもん…………』

　なぜだか。

　胸にさわやかな風が吹き抜けた気がした。

　胸の内にあった暗く淀んだものが吹きさらわれた、感じがした。

　まさか、ほんとうに天使……？

　苦笑して、そんな考えを追い払う。

　なにを言っている。あれは、近くの幼稚園に通う園児だ。

　名前は。胸に名札をつけていたな、たしか……。




『かんべみなと、だったか』




　神戸の海が、きらきらと朝日に輝いて見える。

　それはどこか、故郷のマルカの海に似ていた。

『ここにおちつく、か』

　ふっ……と微笑ってつぶやき、ポケットに入れた私の右手に、鬼頭さんからもらったあの名刺がさわった。




　　　　　◇◇◇




「……氷遠の安息を彼に与え、絶えざる光を彼の上に照らしたまえ。彼の安らかに眠らんことを。アーメン」

　あの日と同じ祈りを唱える。

　十何回目かの。

　今日は、彼の命日だ。

「やっと、約束を果たせるよ。心から愛せる者を、見つけたよ……？」

　微笑んで報告していると、礼拝堂の外から私を呼ぶ明るい声がする。

「神父さま、神父さま、どこですかー？　……あ！」

　その声が礼拝堂の前で止まり、声の主が私を見つけ、声に負けない明るいこぼれそうな笑顔を私に向ける。

「港」

「よかった、神父さま！　神父さまがいないと僕、さみしくって」

　ステンドグラス越しのやわらかな光を羽根のようにまとう姿を、愛しさと慈しみに瞳を細めて見つめると、私は、その愛すべき者に心のなかでささやきかけた。

　港は私を天使だと言うが、私には、港こそが天使に見えるよ？































　You　are　my　very　angel.

　My　dearest　Minato――.










あとがき









　はじめまして、香月こうづき宮子みやこともうします！

　『神父さまの囲われ者』をご購読くださり、ありがとうございます！

　い、いかがでございましたでしょうか？

　港みなとの天然っぷりには、わがキャラながら、執筆中に何回「オイオイオイオイ！」「あの～、もしも～し？」と呼びかけましたことか…………けど、カワイイ♡

　ま、実際、こんな子がいたら命の危険レベルだと思うのですがｗ、そこはシッカリと神父さまが守ってくれるのでしょう。カワイイ港くんを。

（‘My dearest Minato’とか、おっしゃってますものねー）

　酸すいも甘いも噛かみ分けた、過去を持つイケメン神父（かつ元カリスマホストｗ）。

　香月のお気に入りキャラの一人だったりします。うふ。

　その彼ですが、カトリック的な式服を着て、カトリックっぽい聖句を唱えますが、

「神父は神父でも、私はカトリックの司祭じゃないからなぁ」（←ミカエル言げん）

　ひとつ、教派はナゾということで。……すみません。

（いつまでも変わらず若く美しく年齢不詳なところは、普遍的カトリック？　って、フヘン違いですね～。不変的ｗ）

　不変のキャラたちに比べ、世の中はどんどん変じていっていますねー。実際。

　執筆時と現在とでは、お、おおきな差が。ＢＬ状況も、現実の同性カップル事情も、はたまたジュエリー業界も（港の実家、マジで倒産しちゃいそ！）。

　作中「ん？」と首をかしげる個所もおありかもしれませんが、時と代きの流れよ～ということで、大目にみてやってください。……すみません、すみません。

　ほかにも「んん？」と思われるところがあるかも。他シリーズの攻様たちがゲスト出演されてるんです～。マルカ王国のプリンス・ジュリアンとかとか～（気になる方は検索してみてね♡）　って、宣伝までしちゃった！　……すみません、すみません、すみません。

　ご、ご存じない方でも、じゅうぶん楽しんでいただけるよう！　ストーリー展開工夫モロモロ、ガ、ガンバらせていただいております！

　…………と三連チャン平身低頭へいしんていとう！しましたところで、気持ちも新たに。

　ラブリー港＆エロカッコイイ神父さまが素敵な、石丸いしまる博子ひろこ先生。

　執筆時以来お世話になりっぱなし（ご迷惑かけっぱなし？）の、担当Ｆ木さま。

　そしてなにより、こんなあとがきまでキチンと読んでくださった、読者のみなみなさま。

　アリガトウございます！　アリガトウございます！　アリガトウございます！

　…………と三連チャン平身低頭！（ただし喜びの……♡）にて、しめくくらせていただきます。




二〇二四年八月吉日

香月　宮子








この作品は、ワンツーマガジン社アルルノベルスより『神父さまの囲われ者』として二○○六年九月二二日に発行されたものを、表紙・挿絵イラストはそのままに表紙デザインを一新してアイデジタルパブリッシングが電子書籍として配信しております。
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